
宴
に
集
う
人
々

⽝
紫
式
部
日
記
⽞
敦
成
親
王
五
十
日
儀
場
面
の
政
治
性

山

本

淳

子

は
じ
め
に

寛
弘
五
年
十
一
月
一
日
、
藤
原
道
長
の
土
御
門
邸
に
お
い
て
、
天
皇
の
二
男
で
あ
り
中
宮
彰
子
の
第
一
子
で
あ
る
敦
成
親
王
の

誕
生
五
十
日
の
儀
が
催
さ
れ
た
。⽝
紫
式
部
日
記
⽞
は
、
こ
の
儀
を
記
す
と
と
も
に
、
儀
の
後
、
公
卿
た
ち
が
御
前
に
召
さ
れ
彰

子
方
女
房
た
ち
と
同
席
し
た
場
で
の
、
い
さ
さ
か
無
礼
講
め
い
た
宴
に
つ
い
て
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
記
述
を

通
し
て
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞
が
い
か
に
女
房
に
し
か
書
き
得
な
い
事
柄
を
記
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
に
政
治
的
な
視
点

に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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一

漢
文
日
記
に
記
載
さ
れ
た
宴

⽝
紫
式
部
日
記
⽞
を
見
る
前
に
、
そ
の
比
較
資
料
と
し
て
、
男
性
た
ち
の
手
に
よ
る
日
記
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
当
日
の
記

載
の
有
無
に
よ
り
、
記
載
の
あ
る
も
の
は
そ
の
中
か
ら
、
公
卿
た
ち
が
東
の
対
の
西
面
に
設
営
さ
れ
た
最
初
の
座
か
ら
彰
子
の
御

帳
台
の
あ
る
寝
殿
に
移
動
し
た
後
の
部
分
を
抽
出
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
史
料
は
私
に
書
き
下
し
た
。

⽝
御
堂
関
白
記
⽞
(自
筆
本
)

公
卿
を
御
前
に
召
す
、
女
方
、
女
方
の
簾
の
下
に
近
づ
く
、
数
巡
の
後
、
上
人
数
曲
を
御
遊
す
、
後
賜
禄
、
大
臣
へ
は
女
装
束
、

織
物
の
褂
を
加
う
、
大
納
言
へ
は
織
物
の
褂
・
袴
、
中
納
言
へ
は
綾
の
褂
・
袴
、
宰
相
へ
は
綾
の
褂
、
殿
上
人
へ
は
疋
絹
、
立
明

の
主
殿
寮
の
者
へ
は
疋
見
(絹
)、
事
了
は
り
て
大
臣
二
人
に
馬
を
引
出
す
、
右
府
・
内
府
留
ま
り
て
和
歌
の
事
有
り

⽝
小
右
記
⽞

卿
相
酩
酊
す
、
召
し
に
依
り
進
み
簀
子
敷
に
候
ふ
、
衝
重
を
給
は
る
、
管
弦
の
興
有
り
、
公
卿
・
殿
上
人
等
給
禄
、
差
有
り
、

立
明
の
主
殿
寮
の
官
人
等
に
は
疋
絹
、
右
大
臣
・
内
大
臣
に
は
牽
出
物
有
り
《
馬
》、
両
丞
相
綱
末
を
執
り
一
拝
、
更
に
昇
り
て

座
に
復
す
、《
引
出
物
、
深
更
の
復
座
、
見
え
ざ
る
事
也
、
馬
拝
後
直
に
退
出
す
べ
き
也
》
内
大
臣
脱
衣
し
、
左
大
臣
の
随
身
左

府
生
為
國
に
給
ふ
、
次
い
で
左
大
臣
脱
衣
し
、
内
大
臣
の
随
身
府
生
季
理
に
給
ふ
、
傅
大
納
言
脱
衣
し
内
大
臣
の
随
身
番
長
兼
光
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に
給
ふ
、
左
府
余
の
随
身
番
長
公
頼
を
召
し
、
脱
衣
し
之
を
賜
ふ
、
余
左
府
の
随
身
右
府
生
正
親
を
召
し
衣
を
給
ふ
、
其
の
後
和

歌
有
り
、
是
に
先
ん
じ
て
右
府
早
出
す
、
今
日
の
事
左
府
の
奉
仕
す
る
所
也
、
子
の
刻
許
に
事
了
ん
ぬ

⽝
権
記
⽞

当
日
の
記
載
な
し

⽝
御
産
部
類
記
⽞
不
知
記
Ａ
Ｂ

十
一
月
一
日
の
記
載
な
し

⽝
御
産
部
類
記
⽞
不
知
記
Ｃ

宴
の
記
載
な
し
(十
一
月
一
日
の
記
載
有
。
儀
式
に
飾
ら
れ
た
籠
物
と
折
櫃
物
に
つ
い
て
の
み
)

公
卿
と
彰
子
女
房
た
ち
の
同
席
し
た
宴
に
つ
い
て
記
載
の
あ
る
の
は
⽝
御
堂
関
白
記
⽞
と
⽝
小
右
記
⽞
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の

日
記
も
詳
細
ま
で
は
記
さ
ず
内
容
は
禄
の
こ
と
に
集
中
す
る
。
記
主
の
道
長
や
実
資
に
と
っ
て
、
こ
の
日
の
催
し
後
半
で
記
し
置

く
べ
き
こ
と
は
女
房
と
の
宴
よ
り
も
、
禄
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
禄
は
貴
族
の
儀
式
や
宴
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い

要
素
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
席
で
誰
が
誰
に
ど
の
よ
う
な
禄
を
与
え
た
か
は
重
要
な
情
報
で
あ
っ
た
。⽝
紫
式
部
日
記
⽞
が
詳
し

く
書
き
と
ど
め
た
公
卿
女
房
入
り
乱
れ
て
の
宴
に
つ
い
て
は
、
直
接
の
記
載
は
わ
ず
か
に
傍
線
を
ほ
ど
こ
し
た
部
分
の
み
で
あ
る
。

宴に集う人々
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詳
細
は
後
に
考
察
す
る
が
、
こ
の
差
異
は
、
文
学
的
意
図
と
い
う
よ
り
も
、
男
性
官
人
と
女
房
と
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
〈
仕
事
〉
と

認
識
し
た
か
と
い
う
、
職
務
内
容
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、⽝
権
記
⽞
は
当
日
の
日
記
を
記
し
て
い
な
い
が
、
前
日
の
十
月
三
十
日
と
翌
日
の
十
一
月
二
日
に
は
記
載
が
あ
り
、
記

主
の
藤
原
行
成
が
長
期
に
わ
た
っ
て
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
の
事
情
に
よ
る
訳
で
は
な
い
。
実
は
⽝
小
右
記
⽞
の
右
の

引
用
以
前
の
部
分
に
当
日
の
参
会
者
が
記
さ
れ
て
お
り
、
行
成
の
名
は
そ
の
中
に
見
え
な
い
。
実
資
は
こ
う
し
た
催
し
の
際
の
彼

の
記
述
の
常
と
し
て
高
位
の
者
か
ら
順
に
記
し
て
お
り
、
当
日
の
小
右
記
の
名
列
順
は
⽝
公
卿
補
任
⽞
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
ほ
ど
に
正
確
で
あ
る
。
そ
こ
に
⽛
参
議
(藤
原
)有
国
⽜
と
⽛
懐
平
⽜
の
間
に
⽛
行
成
⽜
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

か
な
り
の
確
度
で
行
成
は
不
参
加
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
当
日
の
記
に
も
、
彼
の
姿
は
見
え
な
い
。

二
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
記
し
た
宴

二
の
一

宴
の
始
ま
り

で
は
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
は
、
こ
の
宴
を
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
か
。

宮
の
大
夫
、
御
簾
の
も
と
に
参
り
て

⽛
上
達
部
御
前
に
召
さ
む
⽜

と
啓
し
給
ふ
。
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⽛
聞
こ
し
め
し
つ
⽜

と
あ
れ
ば
、
殿
よ
り
は
じ
め
奉
り
て
皆
参
り
給
ふ
。
階
の
東
の
間
を
上
に
て
、
東
の
妻
戸
の
前
ま
で
居
給
へ
り
。
女
房
、

二
重
三
重
づ
つ
居
わ
た
さ
れ
た
り
。
御
簾
ど
も
を
、
そ
の
間
に
あ
た
り
て
居
給
へ
る
人
々
、
寄
り
つ
つ
巻
き
上
げ
給
ふ
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
十
一
月
一
日

六
九
・
七
〇
頁
)

紫
式
部
ら
中
宮
付
き
女
房
の
も
と
に
中
宮
大
夫
藤
原
斉
信
が
や
っ
て
き
て
、
公
卿
へ
の
お
目
通
り
を
乞
う
。
中
宮
と
の
間
を
取

り
次
い
だ
女
房
が
中
宮
の
意
向
を
確
認
し
、
了
解
の
旨
を
斉
信
に
伝
え
る
。
そ
れ
に
随
っ
て
、
道
長
始
め
公
卿
た
ち
が
東
の
対
か

ら
寝
殿
に
や
っ
て
来
て
、
位
階
の
順
に
簀
子
に
控
え
る
。
女
房
た
ち
は
廂
の
間
に
二
重
三
重
に
並
び
、
彼
ら
を
迎
え
る
。
御
簾
も

と
に
当
た
っ
た
女
房
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
の
御
簾
に
に
じ
り
寄
っ
て
そ
れ
を
巻
き
上
げ
る
。
宴
が
開
始
さ
れ
る
に
至
る
一
つ
一
つ

の
段
取
り
を
、
冗
漫
な
ま
で
に
順
を
追
っ
て
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
は
記
し
て
い
る
。

こ
の
記
載
は
、
男
性
の
漢
文
日
記
が
行
事
の
次
第
を
記
す
際
の
記
述
の
し
か
た
に
よ
く
似
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
章
に
引
用
し

た
⽝
小
右
記
⽞
で
は
、
宴
後
の
禄
の
記
載
に
置
い
て
そ
れ
が
見
ら
れ
た
。
原
文
に
よ
っ
て
再
び
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

内
大
臣
脱
衣
、
給
左
大
臣
随
身
左
府
生
為
國
、
次
左
大
臣
脱
衣
、
給
内
大
臣
随
身
府
生
季
理
、
傅
大
納
言
脱
衣
給
内
大
臣

随
身
番
長
兼
光
、
左
府
召
余
随
身
番
長
公
頼
、
脱
衣
賜
之
、
余
召
左
府
随
身
右
府
生
正
親
給
衣

(⽝
小
右
記
⽞
同
日
)

ま
ず
内
大
臣
が
衣
を
脱
ぎ
、
左
大
臣
道
長
の
随
身
に
与
え
る
。
す
る
と
そ
れ
に
返
し
て
道
長
が
自
ら
の
衣
を
内
大
臣
の
随
身
に

宴に集う人々
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与
え
る
。
以
下
、
傳
大
納
言
道
綱
か
ら
内
大
臣
の
随
身
、
道
長
か
ら
記
主
実
資
の
随
身
、
実
資
か
ら
道
長
の
随
身
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

の
衣
を
脱
ぎ
与
え
る
。
こ
れ
ら
は
冗
漫
で
は
あ
る
が
省
略
で
き
な
い
。
実
資
が
記
す
の
は
文
学
で
は
な
く
情
報
で
あ
っ
て
、
後
の

参
考
の
た
め
に
は
漏
ら
さ
ず
記
し
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
紫
式
部
が
⽝
日
記
⽞
の
当
該
箇
所
を
叙
述
の
冗
漫
さ

も
厭
わ
ず
記
し
て
い
る
と
い
う
事
に
は
、
こ
う
し
た
男
性
日
記
と
同
様
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
紫
式
部
は
こ
こ
に

⽛
情
報
⽜
を
記
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
⽝
小
右
記
⽞
は
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞
が
示
す
斉
信
の
中
宮
へ
の
伺
い
も
、
寝
殿
の
簀
子
敷
き
に
お
け
る
公
卿
の
席
次
も
、

廂
の
間
に
控
え
て
す
る
す
る
と
御
簾
を
挙
げ
彼
ら
を
迎
え
た
女
房
た
ち
の
所
作
も
記
し
て
は
い
な
い
。
な
ら
ば
そ
れ
ら
は
、
彼
に

と
っ
て
記
す
必
要
の
な
い
情
報
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、
実
資
に
と
っ
て
女
房
た
ち
と
の
宴
は
い
わ
ゆ
る

二
次
会
で
あ
り
、
く
だ
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
公
的
と
の
認
識
は
薄
か
っ
た
、
少
な
く
と
も
そ
の
詳
細
を
記
し
て
後
人
の
参
考
と

す
べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
し
い
。
し
か
し
そ
の
同
じ
宴
を
、
紫
式
部
は
あ
た
か
も
儀
式
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

紫
式
部
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
こ
そ
が
〈
仕
事
〉
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

言
い
た
い
の
は
、
紫
式
部
が
業
務
中
の
女
房
の
目
で
こ
の
宴
を
記
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
彼
女
は
女
房
た
ち

の
控
え
た
廂
の
間
に
入
り
込
ん
で
き
た
公
卿
た
ち
を
、
一
人
一
人
記
し
て
行
く
。
そ
れ
も
ま
た
、
や
は
り
女
房
の
目
に
徹
し
て
記

さ
れ
る
。

二
の
二

右
大
臣
藤
原
顕
光

大
納
言
の
君
、
宰
相
の
君
、
小
少
將
の
君
、
宮
の
内
侍
と
居
給
へ
り
。
右
の
大
臣
寄
り
て
、
御
几
帳
の
ほ
こ
ろ
び
引
き
断
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ち
、
乱
れ
給
ふ
。⽛
さ
だ
過
ぎ
た
り
⽜
と
つ
き
し
ろ
ふ
も
知
ら
ず
、
扇
を
取
り
、
戯
れ
ご
と
の
は
し
た
な
き
も
多
か
り
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
同
日

七
一
頁
)

控
え
の
間
に
は
多
く
の
女
房
た
ち
が
い
た
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
大
納
言
の
君
以
下
の
四
人
は
、
彰
子
付
き
女
房
の
中
で
も
上

臈
中
の
上
臈
で
あ
る
。
前
の
三
人
⽛
大
納
言
の
君
、
宰
相
の
君
、
小
少
將
の
君
⽜
は
彰
子
の
縁
者
で
、
大
納
言
の
君
と
小
少
将
の

君
は
母
・
倫
子
方
の
い
と
こ
、
宰
相
の
君
は
父
・
道
長
の
腹
違
い
の
兄
で
あ
る
藤
原
道
綱
の
娘
で
あ
っ
て
、
や
は
り
い
と
こ
に
あ

た
る
。
宰
相
の
君
は
ま
た
、
こ
の
日
の
主
役
で
あ
る
敦
成
親
王
の
乳
母
に
も
選
任
さ
れ
て
い
る
。
同
月
十
七
日
、
彰
子
が
内
裏
に

還
御
し
た
折
の
女
房
た
ち
の
牛
車
へ
の
乗
車
順
を
見
て
も
、
大
納
言
の
君
と
宰
相
の
君
は
女
房
中
の
二
位
・
三
位
、
小
少
将
の
君

と
宮
の
内
侍
は
そ
れ
に
次
ぐ
四
位
・
五
位
で
あ
る
。

そ
う
し
た
女
房
た
ち
を
目
が
け
て
右
大
臣
は
近
寄
り
、
目
隠
し
に
置
い
て
あ
る
几
帳
の
綻
び
を
引
き
ち
ぎ
っ
て
し
ま
う
。
周
囲

の
女
房
た
ち
は
⽛
い
い
年
を
し
て
⽜
と
つ
つ
き
合
っ
て
非
難
し
嘲
っ
て
い
る
が
、
彼
の
耳
に
は
入
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
聞
こ

え
て
い
て
も
意
に
介
さ
な
い
の
か
、
女
房
へ
の
執
心
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
。
彼
女
ら
の
顔
を
隠
す
扇
を
奪
い
取
り
、
具
体
的
に

何
を
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
無
体
な
⽛
戯
れ
ご
と
⽜
を
繰
り
返
す
。
彼
の
行
為
が
宴
主
の
家
の
女
房
と
の
通
常
の
い
わ
ゆ
る
〈
雅

び
〉
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
は
、
女
房
た
ち
の
嫌
悪
感
に
満
ち
た
反
応
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。⽝
小
右
記
⽞
に
は
⽛
卿
相

酩
酊
⽜
と
あ
っ
た
が
、
右
大
臣
は
確
か
に
酔
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
酒
席
で
の
醜
態
は
、
彼
に
と
っ
て
珍
し
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
右
大
臣
は
、
藤
原
顕
光
。
正
二
位
で
道
長
に
継
ぐ
政
界
の
次
席
で
、
時
に
六
十
五
歳
で
あ
る
。
た
だ
、
次
席
と
は
い
え
彼

宴に集う人々

(37)206



に
道
長
に
次
ぐ
能
力
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
顕
光
が
右
大
臣
で
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
一
つ
に
は
長
徳
元
(九
九
五
)年
、

関
白
藤
原
道
隆
を
始
め
公
卿
の
多
く
が
持
病
や
疫
病
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
折
に
、
罹
患
せ
ず
生
き
残
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
り
、

も
う
一
つ
に
は
、
そ
の
長
徳
元
年
に
道
長
と
政
権
を
争
っ
て
敗
北
し
た
挙
句
、
翌
年
に
は
軽
率
な
暴
力
沙
汰
を
引
き
起
こ
し
て
自

滅
し
た
藤
原
伊
周
の
よ
う
な
、
道
長
に
と
っ
て
脅
威
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
、
顕
光
が
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

顕
光
は
、
道
長
に
と
っ
て
い
と
こ
に
あ
た
る
(系
図
1
)。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
天
皇

兼
通
　
　
　
顕
光
　
　
　
元
子

兼
家
　
　
　
道
長

系
図
1

父
親
は
藤
原
兼
通
で
、
道
長
の
父
で
あ
る
兼
家
に
と
っ
て
同
腹
で
四
歳
年
上
の
兄
で
あ
る
。
し
か
し
公
卿
と
な
っ
た
の
は
弟
の

兼
家
の
ほ
う
が
一
年
早
く
、
冷
泉
天
皇
の
安
和
元
(九
六
八
)年
、
四
十
歳
で
非
参
議
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

兼
通
は
翌
年
正
月
二
十
三
日
に
四
十
五
歳
で
参
議
と
な
り
弟
を
超
え
た
が
、
そ
の
半
月
後
の
二
月
七
日
に
は
兼
家
が
中
納
言
に
昇

進
し
、
再
び
兄
を
超
え
た
。
兼
通
の
嫉
み
は
お
そ
ら
く
激
し
く
、
そ
れ
が
⽝
大
鏡
⽞
流
布
本
系
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
弟
憎
悪
の
逸

話
や
風
聞(1)を
生
ん
だ
と
お
ぼ
し
い
。

し
か
し
顕
光
に
お
い
て
は
、
父
兼
通
の
よ
う
な
深
謀
遠
慮
も
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
顕
光
の
、
公
卿
就
任
以
来
道
長
内
覧
時

代
に
至
る
ま
で
の
昇
進
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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天
延
三
(九
七
五
)年

十
一
月
二
十
七
日

参
議

(関
白

兼
通
)

貞
元
二
(九
七
七
)年

四
月
二
十
四
日

権
中
納
言

(関
白

兼
通
)

寛
和
二
(九
八
六
)年

七
月
二
十
日

中
納
言

(一
条
天
皇
即
位
、
摂
政

兼
家
)

長
徳
元
(九
九
五
)年

四
月
六
日

権
大
納
言

(関
白

道
隆
辞
任
)

六
月
十
九
日

大
納
言

(内
覧

道
長
)

顕
光
は
円
融
天
皇
治
世
下
で
兼
通
が
関
白
と
な
っ
た
三
年
後
の
天
延
三
(九
七
五
)年
に
三
十
二
歳
で
参
議
と
な
り
公
卿
の
一
員

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
父
の
七
光
り
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
年
後
の
貞
元
二
(九
七
七
)年
四
月
に
は
権
中
納
言
と
な
っ
た
も

の
の
、
同
じ
十
一
月
に
兼
通
に
代
わ
り
そ
の
い
と
こ
の
藤
原
頼
忠
が
関
白
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
昇
進
が
途
絶
え
た
。
次
に
彼
の

官
職
が
動
く
の
は
、
寛
和
二
(九
八
六
)年
、
世
が
一
条
天
皇
に
代
わ
り
兼
家
が
摂
政
に
就
任
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ

の
次
は
長
徳
元
(九
九
五
)年
、
兼
家
と
交
代
し
て
関
白
の
座
に
い
た
道
隆
が
持
病
で
官
を
辞
し
、
他
の
公
卿
た
ち
も
軒
並
み
病
で

薨
去
し
た
折
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
顕
光
は
、
平
時
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
出
世
す
る
と
い
う
昇
進
の
し
か
た
を
し
て
い
な
い
。

政
権
交
代
時
に
、
何
ら
か
の
事
情
が
発
生
し
た
も
と
で
の
み
官
職
が
動
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
異
動
が
彼
の
実
務
能
力
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

顕
光
が
貴
族
社
会
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
は
、
古
記
録
か
ら
も
容
易
に
知
る
事
が
で
き
る
。
こ
と
は
⽝
紫
式
部
日

記
⽞
の
記
事
よ
り
も
後
年
に
な
る
が
、
長
和
三
年
六
月
十
六
日
⽝
小
右
記
⽞
に
は
、
式
部
卿
宮
敦
明
親
王
が
起
こ
し
た
暴
力
沙
汰

に
つ
き
、
岳
父
と
し
て
親
王
と
同
居
し
て
い
た
顕
光
に
対
し
実
資
が
⽛
丞
相
老
宿
之
人
、
不
加
諷
ᨠ
、
何
如
々
々
⽜
と
監
督
不
行

宴に集う人々
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き
届
き
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
実
資
は
⽛
丞
相
素
不
賢
欤
⽜
と
顕
光
が
資
質
か
ら
し
て
良
識
に
欠
け
る
こ
と
を
言
い
、
当
日

の
件
に
つ
い
て
は
重
ね
て
⽛
愚
之
又
愚
也
⽜
と
罵
倒
し
て
い
る(2)。⽝
紫
式
部
日
記
⽞
自
身
も
後
半
の
記
録
体
部
分
で
、
寛
弘
七
年

正
月
十
五
日
、
彰
子
の
第
二
子
で
あ
る
敦
良
親
王
の
五
十
日
の
祝
宴
に
お
い
て
顕
光
に
過
失
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る(3)。

こ
う
し
た
情
報
の
も
と
で
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞
当
該
部
分
で
の
顕
光
の
行
為
を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
は
そ
の
愚
か
さ
に
お
い
て
、

彼
が
貴
族
社
会
で
頻
繁
に
嘲
ら
れ
て
い
る
行
為
の
愚
か
さ
と
類
似
の
レ
ベ
ル
の
も
の
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
紫
式
部
は
、
日
常

か
ら
愚
か
と
評
さ
れ
る
顕
光
が
、
そ
の
通
り
愚
か
な
行
為
を
示
し
た
瞬
間
を
切
り
取
っ
て
、
こ
こ
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

顕
光
の
こ
こ
で
の
愚
か
さ
は
、
単
に
女
房
た
ち
に
低
俗
な
戯
れ
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
は
一
条

天
皇
の
女
御
藤
原
元
子
の
父
で
あ
る
。
元
子
は
長
徳
二
年
、
一
条
天
皇
の
最
初
の
后
で
あ
り
愛
妻
で
あ
っ
た
定
子
が
出
家
し
、
天

皇
と
は
一
時
的
に
離
別
状
態
に
な
っ
た
半
年
後
に
入
内
し
た(4)。
折
し
も
定
子
は
懐
妊
中
で
、
そ
の
一
か
月
後
に
出
産
し
た
が
、
そ

れ
は
女
子
で
あ
っ
た(5)。
当
然
、
元
子
に
は
天
皇
の
後
継
候
補
と
な
る
男
子
の
出
産
が
期
待
さ
れ
た
が
、⽝
栄
華
物
語
⽞
に
よ
れ
ば

彼
女
は
そ
れ
に
応
え
懐
妊
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
長
徳
四
年
の
出
産
は
異
常
出
産
で
あ
っ
た(6)。
そ
の
後
、
元
子
は
実
家
に
引
き
こ

も
り
が
ち
と
な
り
、
散
発
的
に
し
か
入
内
し
て
い
な
い
。
い
っ
ぽ
う
定
子
は
長
徳
三
年
に
中
宮
職
御
曹
司
に
住
ま
い
を
移
さ
れ
て

後
、
再
び
天
皇
と
関
係
を
持
ち
、
長
保
元
(九
九
九
)年
十
一
月
七
日
に
敦
康
親
王
を
出
産
し
た
。

定
子
が
出
家
し
て
キ
サ
キ
と
し
て
の
正
当
性
を
失
っ
た
後
、
天
皇
が
後
継
の
母
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
は
、
元
子
で
あ

っ
た
。
異
常
出
産
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
敦
康
よ
り
も
前
に
元
子
か
ら
後
継
候
補
が
生
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の

好
機
を
元
子
と
顕
光
は
逃
し
た
。⽝
栄
華
物
語
⽞
は
、
元
子
の
出
産
失
敗
を
受
け
て
顕
光
が
露
骨
な
落
胆
ぶ
り
を
見
せ
た
と
記
し
、

あ
た
か
も
そ
れ
が
元
子
の
引
き
こ
も
り
を
促
し
た
か
の
よ
う
な
書
き
方
で
あ
る(7)。
確
か
に
顕
光
は
、
少
な
く
と
も
元
子
が
そ
の
後
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も
絶
望
す
る
こ
と
な
く
、
天
皇
の
意
を
受
け
て
男
子
を
生
む
よ
う
に
事
を
運
ぶ
べ
き
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
が
そ
う
し
た
政
治
的
努

力
を
尽
く
し
た
と
伝
え
る
資
料
は
、
見
当
た
ら
な
い
。

そ
れ
ば
か
り
か
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
当
該
箇
所
で
は
事
態
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る
。
入
内
し
て
九
年
も
の
間
懐
妊
の
兆
校
す

ら
な
か
っ
た
彰
子
が
出
産
し
、
見
事
男
子
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
長
男
の
敦
康
親
王
に
次
ぐ
天
皇
後
継
候
補
の
出
現
で
あ
る
。
顕

光
と
元
子
は
、
道
長
と
彰
子
よ
り
も
先
を
走
っ
て
い
た
は
ず
が
、
追
い
抜
か
れ
た
。
そ
の
危
機
感
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
彼
は

敵
方
で
あ
る
は
ず
の
敦
成
の
誕
生
祝
い
に
出
席
し
て
酩
酊
し
、
彰
子
の
女
房
た
ち
に
戯
れ
か
か
っ
て
い
る
。
彰
子
の
女
房
で
あ
る

紫
式
部
の
目
に
は
、
そ
れ
が
愚
と
映
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
紫
式
部
は
、
顕
光
の
愚
を
嘲
笑
す
る
た
め
に
こ
れ
を
記
し
留
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
る
。

顕
光
が
愚
で
あ
り
、
道
長
・
彰
子
・
敦
成
に
対
し
て
何
の
下
心
も
無
さ
そ
う
な
こ
と
を
、
彼
女
は
道
長
側
の
た
め
に
、
そ
の
安
心

材
料
と
し
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
界
次
席
は
道
長
に
反
旗
を
翻
す
能
力
も
意
思
も
な
い
。
彼
が
こ
の
よ
う
に
愚
で
あ
る
限

り
、
道
長
方
は
彼
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
安
泰
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
顕
光
の
愚
は
道
長
側
に
と
っ
て
〈
め
で
た
さ
〉
な
の
で

あ
っ
た
。

二
の
三

中
宮
大
夫
藤
原
斉
信

大
夫
か
は
ら
け
と
り
て
、
そ
な
た
に
出
で
給
へ
り
。⽛
美
濃
山
⽜
歌
ひ
て
、
御
遊
び
さ
ま
ば
か
り
な
れ
ど
、
い
と
お
も
し
ろ

し
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
同
日

七
一
頁
)

宴に集う人々
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こ
の
大
夫
と
は
、
中
宮
大
夫
で
あ
る
。
彼
は
土
器
の
杯
を
手
に
⽛
そ
な
た
⽜
に
出
て
き
た
。⽛
そ
な
た
⽜
と
は
ど
こ
か
。
そ
れ

は
直
前
に
示
さ
れ
た
顕
光
の
辺
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
顕
光
が
女
房
に
対
し
て
無
体
な
戯
れ
を
行
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
大
夫
は

そ
こ
で
催
馬
楽
を
歌
い
、
紫
式
部
に
興
を
感
じ
さ
せ
た
。

彼
は
な
ぜ
殊
更
に
、
顕
光
の
戯
れ
の
場
に
差
し
入
る
よ
う
に
出
て
来
て
歌
を
歌
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
彼
が
⽛
中
宮
大
夫
⽜
だ
か

ら
で
あ
る
。
中
宮
彰
子
の
事
務
方
筆
頭
で
あ
る
彼
は
、
彰
子
の
子
の
五
十
日
祝
い
で
あ
る
こ
の
日
、
客
で
は
な
く
ホ
ス
ト
側
と
し

て
、
会
の
成
功
に
腐
心
す
る
立
場
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
最
初
に
彰
子
に
対
し
て
公
卿
の
目
通
り
を
伺
っ
た
の
も
彼
だ
っ
た
。
だ

が
賓
客
で
あ
る
右
大
臣
が
面
倒
を
起
し
か
け
、
女
房
た
ち
が
つ
つ
き
合
っ
て
大
臣
を
嘲
る
事
態
が
持
ち
上
が
っ
た
。
お
そ
ら
く
中

宮
大
夫
は
室
内
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
お
り
、
場
の
雰
囲
気
が
ま
ず
く
な
る
こ
と
を
察
知
す
る
や
、
自
ら
分
け
入
っ
て
衆
目
を
引

き
付
け
、
そ
こ
で
歌
っ
て
場
の
空
気
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
人
物
、
藤
原
斉
信
は
故
太
政
大
臣
為
光
の
二
男
、
当
年
四
十
二
歳
で
あ
る
。
為
光
は
兼
家
の
異
母
弟
な
の
で
、
斉
信
は
道

長
の
い
と
こ
に
あ
た
る
(系
図
2
)。

兼
家
　
　
　
道
長

為
光

斉
信

系
図
2

か
つ
て
花
山
天
皇
の
時
代
、
斉
信
の
同
母
姉
妹
で
あ
る
忯
子
が
女
御
と
な
り
、
寵
愛
を
受
け
て
懐
妊
し
た
。
も
し
も
そ
の
子
が

生
ま
れ
て
お
り
男
子
で
あ
れ
ば
、
花
山
天
皇
の
長
男
と
し
て
、
天
皇
後
継
候
補
に
立
て
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
っ
た
。
し
か
し
忯
子

は
出
産
を
待
た
ず
し
て
亡
く
な
り
、
一
族
は
栄
達
の
道
を
失
っ
た
。
寛
和
元
(九
八
五
)年
、
斉
信
が
十
九
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ

(42) 201



た
。
そ
の
翌
年
、
陰
謀
に
よ
り
花
山
天
皇
は
退
位
し
、
世
は
道
長
の
父
、
兼
家
が
権
勢
を
奮
う
時
代
と
な
っ
た
。
い
き
お
い
為
光

家
の
息
子
た
ち
は
、⽛
二
番
手
⽜
の
人
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

斉
信
の
公
卿
昇
進
後
の
官
職
お
よ
び
官
位
の
異
動
を
次
に
掲
げ
る
。

長
徳
二
(九
九
六
)年

三
十
歳

参
議
左
中
将

従
四
位
上
(元
蔵
人
頭
)

長
保
元
(九
九
九
)年

三
十
三
歳

参
議
左
中
将
に
勘
解
由
長
官
を
兼
官

正
四
位
下

長
保
二
(一
〇
〇
〇
)年

三
十
四
歳

参
議
左
中
将
・
勘
解
由
長
官
に
中
宮
権
大
夫
を
兼
官

従
三
位

長
保
三
(一
〇
〇
一
)年

三
十
五
歳

権
中
納
言
に
昇
進

中
宮
権
大
夫
・
右
衛
門
督
を
兼
官

正
三
位

長
保
四
(一
〇
〇
二
)年

三
十
六
歳

権
中
納
言
・
右
衛
門
督
に
中
宮
大
夫
を
兼
官

正
三
位

長
保
六
(一
〇
〇
四
)年

三
十
八
歳

権
中
納
言
・
右
衛
門
督
・
中
宮
大
夫

従
二
位

寛
弘
五
(一
〇
〇
八
)年

四
十
二
歳

権
中
納
言
・
右
衛
門
督
・
中
宮
大
夫

正
二
位

斉
信
は
公
卿
就
任
以
来
ほ
ぼ
毎
年
、
着
実
に
昇
進
し
て
お
り
、
能
吏
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と

は
、
後
に
⽛
一
条
朝
の
四
納
言
⽜
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
保
証
さ
れ
る
。
公
卿
着
任
以
前
に
は
頭
中
将
を
務
め
て
お
り
、
そ

の
時
代
の
姿
は
⽝
枕
草
子
⽞
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
彼
は
清
少
納
言
の
才
気
を
も
て
は
や
し
て
⽛
草
の
庵
⽜
と
い

う
あ
だ
名
を
つ
け
た
り(8)、
男
女
の
仲
に
な
ろ
う
と
ほ
の
め
か
し
た
り(9)す
る
の
み
な
ら
ず
、
定
子
方
に
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
。
し

か
し
長
徳
二
年
、
定
子
の
兄
弟
で
あ
る
内
大
臣
伊
周
と
中
納
言
隆
家
が
処
罰
さ
れ
流
罪
と
な
っ
た
当
日
、
そ
の
空
席
を
埋
め
る
よ

宴に集う人々
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う
に
公
卿
と
な
っ
た
の
は
斉
信
で
あ
っ
た
。
斉
信
は
中
関
白
家
の
栄
華
の
時
に
は
中
関
白
家
に
付
き
、
同
家
の
陰
り
を
見
る
や
道

長
側
に
付
い
た
。
つ
ま
り
彼
は
、
能
吏
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
政
界
に
お
け
る
風
見
鶏
で
あ
っ
た
。

斉
信
の
道
長
追
従
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
長
保
二
年
二
月
二
十
七
日
の
中
宮
権
大
夫
へ
の
就
任
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
前
年
一

条
天
皇
に
入
内
し
た
女
御
彰
子
が
、
既
に
立
后
し
て
い
た
定
子
と
並
ん
で
中
宮
と
な
る
⽛
二
后
冊
立
⽜
が
行
わ
れ
、
斉
信
は
そ
の

事
務
方
長
官
補
佐
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
日
に
長
官
の
中
宮
大
夫
に
な
っ
た
の
は
彰
子
の
母
源
倫
子
の
異
母
兄
で
大

納
言
の
源
時
中
、
時
に
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
斉
信
は
当
初
は
そ
の
補
佐
を
す
る
立
場
で
あ
っ
た
が
、
時
中
は
翌
年
亡
く
な
り
、

そ
れ
を
受
け
て
長
保
四
年
斉
信
が
権
官
か
ら
大
夫
へ
と
昇
進
し
た
。

か
つ
て
定
子
が
中
宮
と
な
っ
た
時
、
そ
の
中
宮
大
夫
と
な
っ
た
の
は
、
叔
父
の
道
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
円
融
院
皇
后
遵
子
の
皇

后
宮
大
夫
は
、
同
腹
の
弟
で
あ
る
藤
原
公
任
が
務
め
て
い
る
。
彰
子
の
中
宮
大
夫
も
当
初
は
伯
父
で
あ
る
時
中
が
就
任
し
た
。
こ

の
よ
う
に
中
宮
・
皇
后
宮
大
夫
に
は
縁
者
が
就
く
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
中
、
斉
信
が
時
中
の
後
を
引
き
う
け
て
彰
子
の

宮
大
夫
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
道
長
か
ら
の
強
い
信
任
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
時
か
ら
、
斉
信
は
彰
子
と
の
い
わ
ば
運

命
共
同
体
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
一
条
天
皇
に
は
既
に
定
子
の
生
ん
だ
長
男
が
お
り
、
で
き
る
限
り
早
く
そ
れ
に
対
抗
す

る
二
男
を
出
産
す
る
こ
と
が
彰
子
の
命
題
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ
れ
は
斉
信
の
公
卿
人
生
を
賭
し
た
命
題
と
も
な
っ
た
。
長

保
四
年
に
は
彰
子
は
十
五
歳
、
懐
妊
は
早
晩
の
こ
と
と
目
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
期
待
と
は
裏
腹
に
、
彰
子
は
長
く
懐
妊
し

な
か
っ
た
。

も
し
も
彰
子
が
生
涯
不
妊
の
ま
ま
で
あ
っ
た
な
ら
、
一
条
天
皇
の
後
継
は
定
子
の
遺
児
で
あ
る
敦
康
と
な
る
可
能
性
が
高
か
っ

た
。
道
長
は
そ
の
場
合
の
た
め
に
、
定
子
の
崩
御
後
は
敦
康
を
彰
子
に
育
て
さ
せ
て
お
り(10
)、
た
と
え
敦
康
が
即
位
し
て
も
、
彰
子
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は
養
母
、
道
長
は
養
祖
父
と
し
て
強
固
な
関
係
性
を
保
て
る
目
算
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
斉
信
の
存
在
感
は
、
敦
康
の

家
司
別
当
で
あ
る
藤
原
行
成
や
敦
康
に
と
っ
て
叔
父
で
あ
る
藤
原
隆
家
ら
の
間
で
、
相
対
的
に
影
の
薄
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
想

像
さ
れ
る
。
斉
信
に
と
っ
て
は
、
自
ら
が
仕
え
て
き
た
彰
子
自
身
が
天
皇
の
男
子
を
生
む
こ
と
が
何
よ
り
も
望
ま
し
か
っ
た
。

そ
し
て
彰
子
は
、
そ
れ
を
果
た
し
た
。
斉
信
に
と
っ
て
、
中
宮
権
大
夫
就
任
以
来
八
年
が
か
り
の
夢
が
実
現
し
、
一
気
に
将
来

が
開
け
る
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
実
は
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
自
身
が
推
測
す
る
所
で
も
あ
る
。
九
月
十
一
日
、
親
王
が
安
ら
か
に

誕
生
し
、
緊
張
感
の
去
っ
た
邸
内
を
描
写
す
る
中
で
紫
式
部
は
次
の
よ
う
に
書
き
添
え
て
い
る
。

人
々
の
御
け
し
き
ど
も
心
地
よ
げ
な
り
。
心
の
う
ち
に
思
ふ
こ
と
あ
ら
む
人
も
、
た
だ
今
は
ま
ぎ
れ
ぬ
べ
き
世
の
け
は
ひ

な
る
う
ち
に
も
、
宮
の
大
夫
、
こ
と
さ
ら
に
も
笑
み
ほ
こ
り
給
は
ね
ど
、
人
よ
り
ま
さ
る
嬉
し
さ
の
、
お
の
づ
か
ら
色
に
い

づ
る
ぞ
こ
と
わ
り
な
る
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
九
月
十
一
日

三
一
頁
)

斉
信
の
隠
し
よ
う
も
な
い
喜
び
が
、
紫
式
部
に
は
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
十
月
十
六
日
に
は
天
皇
自
身
が
発
案
し
た
土
御
門
邸
へ
の
行
幸
が
行
わ
れ
、
そ
の
席
で
敦
成
親
王
家
の
人
事
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
の
こ
と
も
紫
式
部
は
書
き
留
め
て
い
る
。

宮
司
、
殿
の
家
司
の
さ
る
べ
き
か
ぎ
り
加
階
す
。
頭
の
弁
し
て
案
内
は
奏
せ
さ
せ
給
ふ
め
り
。
新
し
き
宮
の
御
よ
ろ
こ
び
に
、

氏
の
上
達
部
ひ
き
連
れ
て
拝
し
奉
り
給
ふ
。
藤
原
な
が
ら
門
わ
か
れ
た
る
は
、
列
に
も
立
ち
給
は
ざ
り
け
り
。
次
に
、
別
当

宴に集う人々
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に
な
り
た
る
右
衛
門
の
督
、
大
宮
の
大
夫
よ
、
宮
の
亮
、
加
階
し
た
る
侍
従
の
宰
相
、
つ
ぎ
つ
ぎ
の
人
舞
踏
す
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
十
月
十
六
日

六
三
頁
)

⽛
宮
司
⽜
つ
ま
り
中
宮
職
の
職
員
が
加
位
さ
れ
た
中
に
、
斉
信
が
い
る
。
彼
は
従
二
位
を
正
二
位
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
官
職
は
権
中
納
言
な
が
ら
官
位
で
は
道
長
・
顕
光
ら
公
卿
の
最
高
職
た
ち
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
⽛
別

当
に
な
り
た
る
右
衛
門
の
督
、
大
宮
の
大
夫
よ
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
斉
信
は
敦
成
親
王
家
の
家
司
別
当
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
⽛
別

当
⽜
は
家
司
中
の
長
官
を
意
味
す
る
。
長
く
彰
子
の
た
め
に
尽
し
て
き
た
斉
信
の
選
任
は
、
論
功
行
賞
の
意
味
も
あ
ろ
う
が
、
実

際
適
材
適
所
で
あ
る
。
今
後
敦
成
親
王
に
は
、
一
の
宮
敦
康
親
王
と
の
皇
位
継
承
争
い
と
い
う
新
た
な
課
題
が
控
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
一
条
天
皇
は
敦
康
を
後
継
に
と
の
思
い
が
強
く
、
敦
成
が
容
易
に
勝
て
る
と
い
う
目
算
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た(11
)。
道
長

は
こ
う
し
た
状
況
を
読
み
つ
つ
、
斉
信
を
信
頼
し
て
別
当
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
拝
舞
す
る
彼
の
姿
を
紫
式
部
が
殊
更
に
書
き
留

め
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
分
か
っ
て
の
上
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
紫
式
部
は
、
常
日
頃
か
ら
中
宮
付
き
女
房
と
し
て
中
宮
大
夫
斉
信
を
至
近
距
離
か
ら
見
て
お
り
、
彼
の
置
か
れ
た

立
場
や
心
理
が
手
に
取
る
よ
う
に
理
解
で
き
て
い
た
。
斉
信
は
、
道
長
と
彰
子
に
追
従
し
、
ま
た
今
後
は
敦
成
親
王
に
尽
く
す
こ

と
に
よ
っ
て
貴
族
社
会
を
生
き
延
び
よ
う
と
心
に
決
め
て
い
る
官
吏
な
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
の
場
面
に
お
い
て
、
顕
光
に
よ
っ
て
宴
に
水
が
差
さ
れ
そ
う
な
気
配
を
察
す
る
や
す
か
さ
ず
対
応
し
、
場

の
雰
囲
気
を
持
ち
直
さ
せ
た
斉
信
は
、
日
常
か
ら
そ
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
斉
信
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
紫
式
部
は
斉
信
が
最
も

斉
信
ら
し
い
一
面
を
見
せ
た
場
面
を
見
逃
す
こ
と
な
く
捉
え
て
記
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
彼
が
こ
の
よ
う
に
か
い
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が
い
し
く
支
え
て
こ
そ
、
道
長
、
彰
子
、
敦
成
の
安
泰
が
保
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
紫
式
部
は
彰
子
女
房
集
団
の
一
員
と
し
て
、

組
織
の
た
め
に
汗
を
流
す
斉
信
の
姿
を
評
価
し
書
き
留
め
た
と
言
っ
て
よ
い
。

二
の
四

右
大
将
藤
原
実
資

そ
の
次
の
間
の
、
東
の
柱
も
と
に
、
右
大
将
寄
り
て
、
衣
の
つ
ま
・
袖
口
数
へ
給
へ
る
け
し
き
、
人
よ
り
こ
と
な
り
。
酔
ひ

の
紛
れ
を
侮
り
聞
こ
え
、
ま
た
誰
と
か
は
な
ど
思
ひ
侍
り
て
、
は
か
な
き
こ
と
ど
も
い
ふ
に
、
い
み
じ
く
ざ
れ
今
め
く
人
よ

り
も
、
げ
に
い
と
恥
づ
か
し
げ
に
こ
そ
お
は
す
べ
か
め
り
し
か
。
杯
の
順
の
来
る
を
、
大
将
は
お
ぢ
給
へ
ど
、
例
の
こ
と
な

し
び
の
⽛
千
歳
万
代
⽜
に
て
過
ぎ
ぬ
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
十
一
月
一
日

七
一
・
七
二
頁
)

次
い
で
紫
式
部
は
、
別
の
一
角
に
い
る
右
大
将
、
藤
原
実
資
に
目
を
投
じ
る
。
彼
は
女
房
の
衣
装
の
褄
や
袖
口
の
枚
数
を
数
え

て
い
た
。
そ
の
行
為
が
⽛
人
よ
り
こ
と
な
り
⽜
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
彼
の
行
為
は
顕
光
の
よ
う
な
戯
れ
や
斉
信
の
よ
う

な
雅
の
類
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
女
房
た
ち
が
華
美
に
走
っ
て
い
な
い
か
を
点
検
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
一
条
朝
に

お
い
て
は
身
の
程
を
過
し
た
⽛
美
服
⽜
を
禁
ず
る
勅
令
が
出
さ
れ
て
お
り(12
)、
実
資
は
そ
れ
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
目
を

光
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

実
は
装
束
を
巡
っ
て
は
、
彰
子
が
入
内
し
た
ば
か
り
の
時
期
に
、
道
長
と
一
条
天
皇
と
の
間
で
些
細
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
蔵

人
菅
原
孝
標
が
天
皇
の
仰
せ
を
公
卿
た
ち
に
伝
え
る
場
で
、
華
美
禁
止
令
の
徹
底
に
関
与
し
て
、
彰
子
の
⽛
侍
人
⽜
が
絹
の
袴
を

穿
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
女
房
た
ち
が
話
題
に
し
天
皇
の
耳
に
達
し
た
も
の
と
言
う
。
人
伝
て
に
こ
の

宴に集う人々
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話
を
聞
い
た
道
長
は
⽛
驚
く
こ
と
極
ま
り
無
し
⽜
と
驚
愕
し
、⽛
誰
人
の
上
奏
し
た
る
所
か
、
早
く
そ
の
人
を
指
し
て
申
さ
し
め
、

将
に
召
進
せ
ら
る
べ
し
⽜
と
い
か
に
も
心
外
と
い
っ
た
反
応
を
強
く
示
し
た(13
)。
こ
の
⽛
侍
人
⽜
は
お
そ
ら
く
女
房
で
は
な
く
下
仕

え
で
あ
り
、
公
的
に
は
絹
袴
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
下
仕
え
が
絹
袴
を
個
人
的
に
入
手
し
た
り
個
人
の
判
断
で
着
用
し
た

り
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
彰
子
方
が
そ
れ
を
与
え
穿
か
せ
た
も
の
と
の
推
測
が
立
つ
。
道
長
が
、⽛
侍
人
⽜
当
人
の
名

で
は
な
く
そ
れ
を
上
奏
し
た
人
物
の
名
を
知
り
た
が
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
結
局
こ
の
一
件
は
、
一
条
天
皇
が
⽛
絹
袴

の
事
、
聞
し
め
す
こ
と
無
し
。
如
何
な
る
事
か
⽜
と
か
わ
し
た
の
で
、
大
事
に
発
展
せ
ず
収
ま
っ
た
。
し
か
し
、
何
事
に
も
華
や

か
さ
を
も
っ
て
あ
た
ろ
う
と
す
る
彰
子
後
宮(14
)の
価
値
観
が
必
ず
し
も
一
条
天
皇
に
歓
迎
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
一

件
は
示
し
て
い
る
。

⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
当
該
場
面
時
点
で
、
実
資
は
権
大
納
言
に
右
大
将
と
按
察
使
を
兼
官
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
特
に
後
宮

女
房
の
装
束
を
監
視
す
る
役
職
で
は
な
い
。
な
ら
ば
彼
は
、
職
務
上
か
ら
で
は
な
く
自
ら
の
意
志
と
し
て
、
一
条
朝
の
過
差
禁
令

が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
こ
と
に
な
る
。
女
房
と
直
に
同
席
す
る
宴
席
は
、
他
の
大
方
の
公
卿
た
ち
に
と
っ
て
は
羽
目

を
外
す
場
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
資
は
、
そ
の
場
を
装
束
点
検
の
場
と
認
識
し
行
動
し
た
。
紫
式
部
は
そ
れ
を
⽛
人

よ
り
こ
と
な
り
⽜
と
称
賛
し
た
の
で
あ
っ
た
。

藤
原
実
資
は
、
当
年
五
十
二
歳
。
村
上
・
冷
泉
・
円
融
天
皇
時
代
の
政
界
の
⽛
一
の
人
⽜
で
あ
り
冷
泉
朝
で
は
関
白
太
政
大
臣
、

円
融
朝
で
は
摂
政
太
政
大
臣
を
務
め
た
藤
原
実
頼
の
四
男
で
あ
る
。
実
際
に
は
藤
原
実
頼
の
子
の
斉
敏
の
四
男
(⽝
公
卿
補
任
⽞)で

あ
っ
て
実
頼
に
は
孫
に
あ
た
る
が
、
祖
父
の
養
子
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
⽛
小
野
宮
流
⽜
を
継
承
し
た
(系
図
3
)。
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実
頼（
長
男
） 

　
　
　
斉
敏
　
　
　
実
資（
祖
父
実
頼
養
子
）

師
輔（
二
男
）　
　 

　
兼
家
　
　
　
道
長
（
末
子
）

系
図
3

実
資
は
円
融
朝
の
天
元
四
(九
八
一
)年
か
ら
花
山
朝
の
寛
和
二
(九
八
六
)年
ま
で
蔵
人
頭
を
務
め
、
一
条
天
皇
へ
の
代
替
わ
り

に
際
し
て
一
旦
は
そ
の
職
を
去
っ
た
も
の
の
、
翌
永
延
元
年
に
は
ま
た
補
さ
れ
て
永
延
三
(九
八
九
)年
公
卿
に
昇
進
す
る
ま
で
頭

中
将
を
務
め
た
。⽝
小
右
記
⽞
を
見
る
限
り
、
彼
に
は
兼
家
や
道
長
な
ど
と
い
っ
た
時
の
権
力
者
よ
り
も
朝
廷
全
体
を
見
て
制
度

や
政
治
の
健
全
な
在
り
方
を
支
え
よ
う
と
す
る
意
志
が
強
い
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
に
は
こ
の
よ
う
に
、
二
十
五
歳
か
ら
三
十
三

歳
ま
で
八
年
間
、
天
皇
も
時
の
権
力
者
も
三
度
交
代
す
る
中
で
蔵
人
頭
を
勤
め
続
け
た
と
い
う
経
験
に
根
差
す
部
分
も
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
当
該
部
分
で
彼
が
執
っ
て
い
る
行
動
も
、
典
型
的
な
そ
の
一
端
と
見

な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

摂
関
期
の
過
差
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
は
西
村
さ
と
み
氏
の
論
が
あ
り
、
そ
の
中
で
氏
は
実
資
の
⽝
小
右
記
⽞
に
取
材
し
て

い
る(15
)。
氏
の
挙
げ
た
例
か
ら
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、⽝
小
右
記
⽞
が
ど
の
よ
う
な
折
に
誰
に
対
し
て
⽛
過
差
⽜
と
指
摘
し
て
い

る
か
を
確
認
し
た
い
。

①
権
中
納
言
道
兼
春
日
に
参
り
、
東
遊
を
奉
る
。
即
ち
家
よ
り
出
立
す
、
饗
饌
有
り
、
垣
下
の
人
々
又
相
従
ふ
、
四
品
以
下
数

多
云
々
、
過
差
と
謂
ふ
べ
し
(永
延
元
年
二
月
二
日
)

②
摂
政
殿
の
御
馬
の
口
付
き
の
舎
人
男
、
絹
二
疋
を
給
は
る
と
云
々
、
頗
る
過
差
な
り
(永
祚
元
年
四
月
二
十
四
日
)

宴に集う人々
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③
但
馬
守
道
順
朝
臣
絹
二
十
疋
を
送
る
、
俸
料
代
て
へ
り
、
物
の
数
過
差
、
是
五
節
也
(長
保
元
年
十
月
十
五
日
)

①
は
春
日
祭
の
折
、
藤
原
道
兼
が
参
詣
の
た
め
家
を
出
発
す
る
際
に
催
し
た
饗
宴
を
過
差
と
批
判
し
て
い
る
。
②
は
賀
茂
祭
の

折
、
摂
政
藤
原
兼
家
の
馬
の
口
取
り
が
受
け
取
っ
た
褒
美
が
過
差
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
③
は
五
節
の
折
、
但
馬
守
高
階
道
順

が
実
資
に
送
っ
て
来
た
俸
料
代
が
過
差
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
饗
饌
や
祭
な
ど
の
折
で
あ
る
こ
と
は
華
や
か
な
席
が

贅
沢
を
誘
発
す
る
も
の
な
の
で
当
然
と
も
言
え
る
が
、
大
切
な
の
は
過
差
を
引
き
起
こ
し
た
人
物
が
藤
原
道
兼
、
兼
家
、
高
階
道

順
と
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
③
に
お
い
て
は
、
実
資
自
身
が
贈
ら
れ
た
も
の
に
つ
き
度
を
過
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
る
。
過
差
に
つ
い
て
実
資
が
一
党
に
偏
し
な
い
こ
と
は
こ
れ
ら
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
⽝
紫
式
部
日

記
⽞
の
例
で
も
、
実
資
は
道
長
や
彰
子
主
催
の
宴
で
あ
る
が
ゆ
え
に
こ
と
さ
ら
敵
対
的
に
目
を
光
ら
せ
た
の
で
は
な
く
、
常
日
頃

か
ら
ど
こ
に
お
い
て
も
過
差
を
気
に
か
け
て
い
る
姿
勢
の
ま
ま
に
振
る
舞
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い

る
実
資
は
、
や
は
り
最
も
実
資
ら
し
い
行
為
を
見
せ
た
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
彼
が

存
在
す
る
か
ら
こ
そ
道
長
政
権
の
秩
序
が
安
ら
か
に
保
た
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
前
の
顕
光
お
よ
び
斉
信
に
つ
い
て
の
描
写
と
同

様
で
あ
る
。

紫
式
部
は
後
年
⽝
小
右
記
⽞
に
⽛
越
後
守
為
時
女
⽜
と
書
き
留
め
ら
れ
、
実
資
が
彰
子
に
雑
事
を
啓
上
す
る
折
の
受
付
役
を
務

め
て
い
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
は
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
寛
弘
五
年
に
は
ま
だ
見
取
る
事
が
で
き
な
い
が
、
日
記
の
文
面

か
ら
は
、
実
資
の
法
や
秩
序
を
重
視
す
る
姿
勢
に
紫
式
部
が
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
実
資
の
記
事

も
紫
式
部
個
人
の
思
い
に
よ
っ
て
載
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
上
記
の
よ
う
に
道
長
お
よ
び
彰
子
の
栄
華
を
支
え
る
一
公
卿
の
最
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も
典
型
的
な
横
顔
と
し
て
記
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
の
五

左
衛
門
督
藤
原
公
任

左
衛
門
の
督
、⽛
あ
な
か
し
こ
、
こ
の
わ
た
り
に
若
紫
や
さ
ぶ
ら
ふ
⽜
と
う
か
が
ひ
給
ふ
。
源
氏
に
に
る
べ
き(16
)人
も
見
え
給

は
ぬ
に
、
か
の
上
は
ま
い
て
い
か
で
も
の
し
給
は
む
と
、
聞
き
居
た
り
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
同
日

七
二
頁
)

さ
ら
に
紫
式
部
は
、
左
衛
門
督
藤
原
公
任
が
簀
子
敷
き
か
ら
中
を
覗
い
て
発
し
た
言
葉
を
書
き
留
め
る
。⽛
失
礼
、
こ
の
辺
り

に
若
紫
は
控
え
て
い
る
か
⽜。⽛
若
紫
⽜
は
⽝
源
氏
物
語
⽞
の
女
主
人
公
で
あ
り
、
公
任
は
そ
の
名
で
紫
式
部
を
呼
ん
で
洒
落
て
見

せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
分
か
り
な
が
ら
無
視
し
た
紫
式
部
自
身
の
反
応
も
含
め
て
、⽝
源
氏
物
語
⽞
の
成
立
に
関
わ
る
資
料
や

紫
式
部
の
思
い
が
読
み
取
れ
る
資
料
と
し
て
し
ば
し
ば
論
ぜ
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
も
前
後
の
記

事
の
文
脈
の
中
で
こ
の
記
事
を
考
え
た
い
。

藤
原
公
任
の
系
譜
は
(系
図
4
)の
通
り
で
あ
り
、
生
年
は
道
長
と
同
じ
く
当
年
四
十
三
歳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
頼
忠
　
　
　
公
任

実
頼
　
　
　
斉
敏
　
　
　
実
資

師
輔
　
　
　
兼
家
　
　
　
道
長

系
図
4

祖
父
実
頼
と
父
頼
忠
は
ど
ち
ら
も
関
白
太
政
大
臣
を
務
め
た
が
、
天
皇
の
外
戚
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
道

宴に集う人々
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長
の
祖
父
師
輔
は
右
大
臣
で
終
わ
っ
た
が
、
娘
の
安
子
が
冷
泉
・
円
融
天
皇
を
生
ん
で
国
母
と
な
り
、
兼
家
も
娘
の
詮
子
が
一
条

天
皇
を
生
ん
で
父
や
兄
弟
の
摂
関
就
任
の
道
を
付
け
た
。
結
局
公
任
は
兼
家
の
息
子
た
ち
に
後
れ
を
取
り
、
寛
弘
五
年
の
こ
の
場

面
で
も
よ
う
や
く
中
納
言
で
息
を
つ
い
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
逆
に
道
長
は
兄
弟
中
の
末
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
様
々
な
幸

運
に
後
押
し
さ
れ
て
、
今
や
公
卿
中
最
高
職
の
左
大
臣
・
内
覧
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
結
末
が
想
像
で
き
な
か
っ
た
若
年
の
頃
に
は
、
公
任
は
貴
族
社
会
に
お
い
て
道
長
よ
り
も
一
目
置
か
れ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
天
元
三
(九
八
〇
)年
、
十
五
歳
で
の
彼
の
元
服
式
が
、
内
裏
の
清
涼
殿
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。⽝
日
本
紀
略(17
)⽞

に
よ
れ
ば
加
冠
役
は
当
時
の
左
大
臣
源
雅
信
で
、
円
融
天
皇
も
臨
席
し
た
。
頼
忠
主
催
の
宴
も
行
わ
れ
大
臣
以
下
が
饗
と
被
物
に

預
か
る
と
い
う
、
権
威
的
か
つ
豪
勢
な
式
で
あ
っ
た
。
な
お
、⽝
扶
桑
略
記
⽞
は
⽛
天
皇
手
自
授
冠
加
首
⽜
と
す
る(18
)。
い
ず
れ
に

せ
よ
公
任
が
十
五
歳
に
し
て
貴
族
社
会
に
華
々
し
く
名
乗
り
を
上
げ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
元
服
と
共
に
得
た
位
は
正
五
位
下

で
あ
る
。
し
か
し
道
長
は
、
同
じ
天
元
三
年
、
公
任
の
前
月
の
正
月
七
日
に
叙
爵
し
て
い
る
が
、
位
は
従
五
位
下
で
あ
っ
た
(⽝
公

卿
補
任
⽞)。

公
任
と
道
長
と
言
え
ば
、
次
の
⽝
大
鏡
⽞
の
逸
話
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

四
条
大
納
言
の
か
く
何
事
も
す
ぐ
れ
、
め
で
た
く
お
は
し
ま
す
を
、
大
入
道
殿
、⽛
い
か
で
か
か
か
ら
む
。
羨
ま
し
く
も
あ

る
か
な
。
わ
が
子
ど
も
の
、
影
だ
に
踏
む
べ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
そ
、
口
惜
し
け
れ
⽜
と
申
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
中
関
白
殿
・
粟

田
殿
な
ど
は
、⽛
げ
に
さ
も
と
や
お
ぼ
す
ら
ん
⽜
と
、
は
づ
か
し
げ
な
る
御
気
色
に
て
、
も
の
も
の
た
ま
は
ぬ
に
、
こ
の
入

道
殿
は
、
い
と
若
く
お
は
し
ま
す
御
身
に
て
、⽛
影
を
ば
踏
ま
で
、
面
を
や
踏
ま
ぬ
⽜
と
こ
そ
仰
せ
ら
れ
け
れ
。
ま
こ
と
に
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こ
そ
さ
お
は
し
ま
す
め
れ
。
内
大
臣
殿
を
だ
に
、
ち
か
く
て
え
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
ぬ
よ
。(⽛

道
長
伝
⽜
三
一
七
・
三
一
八
頁
)

覇
気
の
な
い
兄
た
ち
と
は
対
照
的
に
道
長
が
公
任
へ
の
対
抗
心
を
む
き
出
し
に
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
は
、
二
人
が
同
年
で

あ
る
こ
と
と
、
や
が
て
は
そ
の
立
場
が
劇
的
に
逆
転
し
た
こ
と
に
意
外
性
を
感
じ
た
世
間
に
よ
っ
て
、
後
年
に
な
っ
て
創
作
さ
れ

た
虚
構
と
考
え
る
。
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
、
年
少
時
に
は
明
ら
か
に
公
任
の
方
が
道
長
よ
り
も
世
間
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い

た
と
い
う
証
左
に
は
な
ろ
う
。

竹
鼻
績
氏
は
⽝
公
任
集
⽞
所
収
歌
の
作
歌
年
次
を
考
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
任
伝
を
概
観
し
⽛
公
任
が
目
立
っ
て
道
長
に
追

従
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
長
保
に
は
い
っ
て
か
ら
⽜
と
さ
れ
る(19
)。
氏
も
挙
げ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
明
ら
か
な
態
度
表
明
と

認
め
ら
れ
る
の
は
、
長
保
元
年
の
彰
子
入
内
に
お
け
る
Ẓ
風
和
歌
詠
進
で
あ
る
。⽝
御
堂
関
白
記
⽞⽝
小
右
記
⽞⽝
権
記
⽞
に
よ
れ

ば
、
彰
子
の
入
内
に
際
し
て
、
道
長
は
村
上
朝
の
名
絵
師
飛
鳥
部
常
則
の
遺
作
を
貼
っ
た
和
歌
Ẓ
風
を
新
調
し
た
。
通
常
で
あ
れ

ば
和
歌
は
専
門
歌
人
に
詠
ま
せ
る
も
の
だ
が
、
こ
の
時
道
長
は
実
資
や
公
任
、
斉
信
な
ど
公
卿
た
ち
や
花
山
法
皇
と
い
っ
た
貴
顕

に
詠
進
を
依
頼
し
た
。
実
資
は
言
下
に
断
わ
り
、
最
後
ま
で
詠
進
を
拒
否
し
た
が
、
公
任
は
数
首
を
詠
み
送
っ
た
。
実
資
は
こ
れ

を
聞
き
、
特
に
公
任
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

右
衛
門
督
は
是
廷
尉
、
凡
人
と
異
な
り
、
近
来
の
気
色
猶
追
従
す
る
に
似
た
り
、
一
家
の
風
豈
此
の
如
く
な
ら
ん
や
、
嗟
乎

痛
き
か
な

(⽝
小
右
記
⽞
長
保
元
年
十
月
二
十
八
日
)

宴に集う人々
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系
図
4
の
と
お
り
公
任
は
実
頼
流
で
あ
り
、
実
資
に
と
っ
て
は
一
家
の
一
員
と
認
め
る
存
在
だ
っ
た
。
し
か
し
、
公
任
は
和
歌

を
詠
ん
で
ラ
イ
バ
ル
家
の
道
長
に
お
も
ね
っ
た
。
加
え
て
実
資
に
よ
れ
ば
そ
の
色
紙
に
は
和
歌
と
作
者
実
名
が
記
さ
れ
た
。
こ
れ

は
実
資
に
と
っ
て
⽛
後
代
既
に
面
目
を
失
す
⽜
と
さ
え
嘆
く
べ
き
事
態
で
あ
っ
た(20
)。
理
由
は
三
つ
あ
る
。
ま
ず
、
Ẓ
風
歌
の
詠
進

と
い
う
こ
と
自
体
が
身
分
の
低
い
専
門
歌
人
の
行
為
で
あ
っ
た
た
め
、
次
に
、
実
名
を
使
う
こ
と
が
非
礼
に
あ
た
っ
た
た
め
、、

そ
し
て
Ẓ
風
に
名
が
載
る
こ
と
で
道
長
へ
の
追
従
が
明
示
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
公
任
は
特
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
様
子
で
、
そ
れ
ば
か
り
か
⽝
公
任
集
⽞
に
は
こ
の
時
の
関
連
歌
が
九
首
に
渡
っ
て
見
え
る
。

公
任
は
む
し
ろ
積
極
的
に
Ẓ
風
歌
を
詠
進
し
、
し
か
も
そ
の
資
料
を
遺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
を
以
下
に
掲
げ
る
。

中
宮
の
内
に
参
り
給
ふ
御
Ẓ
風
歌
、
人
の
家
近
く
松
梅
の
花
な
ど
あ
り
、
す
だ
れ
の
前
に
笛
吹
く
人
あ
り

299

梅
の
花
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
笛
の
音
は
吹
く
風
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な

宰
相
中
将
い
れ
り
、
た
だ
の
ぶ

300

笛
竹
の
夜
深
き
声
ぞ
聞
こ
ゆ
な
る
岸
の
松
風
吹
き
や
そ
ふ
ら
む

(⽝
公
任
集
⽞)

人
家
近
く
松
の
木
や
梅
の
花
が
書
か
れ
、
人
家
に
は
御
簾
の
前
で
笛
を
吹
く
男
の
姿
が
描
か
れ
る
と
い
う
構
図
の
絵
で
、
公
任

の
詠
ん
だ
歌
は
採
用
さ
れ
ず
、
藤
原
斉
信
の
も
の
が
選
ば
れ
た
。
公
任
は
御
簾
内
の
女
の
存
在
に
着
目
し
て
恋
物
語
風
の
歌
に
仕

立
て
た
が
、
採
用
さ
れ
た
斉
信
歌
は
松
風
か
ら
琴
の
音
を
発
想
し
笛
の
音
と
響
き
合
わ
せ
る
と
い
う
、
漢
詩
文
素
養
を
盛
り
込
ん

だ
格
式
あ
る
読
み
振
り
で
あ
る
。
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翁
の
つ
る
飼
ひ
た
る
と
こ
ろ

303

ひ
な
鶏
を
す
だ
て
し
ほ
ど
に
老
い
に
け
り
雲
井
の
ほ
ど
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

花
山
院
の
御
い
れ
り

304

ひ
な
鶏
を
や
し
な
ひ
た
て
て
松
原
の
か
げ
に
す
ま
せ
む
こ
と
を
し
ぞ
思
ふ

(⽝
公
任
集
⽞)

道
士
と
鶴
と
の
取
り
合
わ
せ
の
画
か
。
公
任
も
花
山
院
も
、
翁
を
道
長
に
、
鶴
を
彰
子
に
重
ね
て
詠
ん
だ
。
公
任
は
⽛
雲
井
の

ほ
ど
を
⽜
と
彰
子
が
宮
中
に
入
内
し
た
こ
と
を
詠
み
込
む
気
遣
い
を
見
せ
た
が
、
逆
に
彰
子
を
手
放
し
た
く
な
い
道
長
の
胸
中
を

思
い
や
っ
た
院
の
御
が
採
ら
れ
て
い
る
。

山
づ
ら
に
け
ぶ
り
た
つ
家
あ
り
。
野
に
雉
ど
も
あ
り
。
道
行
く
人
、
立
ち
と
ま
り
て
見
た
り

305

け
ぶ
り
立
ち
き
ぎ
す
し
ば
な
く
山
里
の
た
づ
ぬ
る
妹
が
家
居
な
り
せ
ば

(⽝
公
任
集
⽞)

公
任
は
、
画
中
の
⽛
立
ち
止
ま
⽜
っ
て
見
て
い
る
⽛
道
行
く
人
⽜
の
心
に
な
っ
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
胸
に
は
ど
こ
か
の
山
里

に
住
む
恋
人
が
い
る
ら
し
い
。
男
は
こ
こ
が
彼
女
の
家
な
ら
ば
と
夢
想
す
る
。
旅
先
で
あ
ろ
う
、
山
家
で
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋

歌
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

同
じ
画
に
つ
い
て
、
藤
原
高
遠
の
和
歌
が
⽝
高
遠
集
⽞
に
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

34

御
狩
に
も
わ
れ
は
ゆ
か
ね
ば
春
霞
た
つ
の
の
鳥
を
よ
そ
に
こ
そ
見
れ

(⽝
大
弐
高
遠
集
⽞)

宴に集う人々
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高
遠
の
和
歌
に
は
恋
の
気
配
が
見
え
な
い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
こ
の
画
は
必
ず
し
も
公
任
の
歌
の
よ
う
な
男
が
女
を
探
す
と

い
う
設
定
を
強
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

人
の
家
に
花
の
木
ど
も
あ
り
。
女
、
硯
に
向
か
ひ
て
ゐ
た
り

306

待
つ
人
に
つ
げ
や
や
ら
ま
し
わ
が
宿
の
花
は
今
こ
そ
盛
り
な
り
け
れ

(⽝
公
任
集
⽞)

女
に
は
心
に
待
つ
人
が
い
て
、
独
り
で
ひ
っ
そ
り
と
思
い
や
っ
て
い
る
。
満
開
の
花
を
見
れ
ば
、
そ
れ
に
か
こ
つ
け
て
男
に
消

息
で
も
送
ろ
う
か
と
の
思
い
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
恋
の
歌
で
あ
る
。
299
、
305
と
同
様
に
、
物
語
め
い
た
和
歌
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
言
い
た
い
の
は
、
公
任
の
和
歌
世
界
が
思
い
の
ほ
か
物
語
世
界
に
近
い
部
分
を
も
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
の
家
に
、
松
に
か
か
れ
る
藤
を
見
る

307

紫
の
雲
と
ぞ
見
ゆ
る
藤
の
花
い
か
な
る
宿
の
し
る
し
な
る
ら
む

(⽝
公
任
集
⽞)

松
に
藤
と
い
う
定
番
の
画
で
、
松
に
賀
意
を
、
藤
に
藤
原
氏
を
象
徴
さ
せ
る
。
そ
こ
に
⽛
紫
雲
⽜
を
盛
り
込
ん
で
皇
室
へ
の
入

内
と
い
う
賀
事
を
寿
ぎ
、
格
調
高
い
一
首
に
仕
上
げ
て
い
る
。
特
に
目
立
っ
た
技
巧
も
無
い
が
、
品
の
よ
い
歌
と
言
え
る
。⽝
新

撰
髄
脳
⽞
な
ど
か
ら
想
像
さ
れ
る
公
任
歌
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
う
し
た
和
歌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
藤
協
三
氏
も
こ
の
歌
を
公
任

の
代
表
歌
の
一
つ
と
数
え
て
い
る(21
)。
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前
掲
の
竹
鼻
氏
は
、
公
任
の
歌
業
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
察
す
る
。

結
局
、
公
任
は
道
長
の
権
力
圏
内
に
お
い
て
、
歌
人
と
し
て
の
自
己
を
顕
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
栄
達
を
は
か
る
と
と
も
に
、

こ
の
時
期
に
お
け
る
傑
出
し
た
歌
人
と
し
て
の
名
声
を
博
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
公
任
に
と
っ
て
は
、
太
政
大
臣
頼
忠
の
子

と
し
て
の
矜
持
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
政
治
的
人
間
と
し
て
の
自
己
の
無
力
感
を
払
拭
し
、
精
神
的
充
実
を
と
り
も
ど
す

方
法
で
も
あ
っ
た(22
)。

公
任
が
こ
の
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
覚
悟
を
決
め
て
道
長
に
追
従
し
、
そ
ん
な
な
か
で
和
歌
な
ど
の
文
学
や
楽
や
有
職
と
い
っ
た

政
治
以
外
の
文
化
の
分
野
に
お
い
て
存
在
感
を
示
す
こ
と
で
自
己
充
足
を
図
る
生
き
方
を
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞

当
該
部
分
も
ま
た
、⽝
源
氏
物
語
⽞
と
い
う
文
化
の
一
端
に
関
わ
る
点
で
、
い
か
に
も
彼
ら
し
い
一
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。⽝
紫
式
部
日
記
⽞
を
見
返
す
と
、
彼
の
名
は
敦
成
親
王
の
五
日
の
産
養
の
折
に
も
見
え
て
い
た
。
そ
こ
で
は
酒
宴
が
和

歌
の
披
露
に
及
ん
だ
際
、⽛
四
条
の
大
納
言
(筆
者
注
、
公
任
)に
さ
し
い
で
む
ほ
ど
、
歌
を
ば
さ
る
も
の
に
て
、
声
使
ひ
用
意
要
る

べ
し
⽜
と
女
房
た
ち
が
囁
い
て
い
た
。
彼
は
や
は
り
文
化
の
世
界
の
人
と
い
う
印
象
を
強
く
抱
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
五
日
の
産
養
と
当
該
場
面
と
に
は
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
五
日
の
産
養
で
は
彼
の
姿
は
直
に
描
か
れ
ず
、
あ
く
ま
で

も
女
房
た
ち
の
彼
へ
の
評
言
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
で
は
公
任
の
生
の
姿
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が

酔
態
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
前
記
の
よ
う
に
公
任
は
彰
子
入
内
Ẓ
風
と
い
う
晴
の
性
格
を
持
つ
調
度
へ
の
歌
に
さ
え

物
語
め
い
た
趣
向
を
添
え
る
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が
知
識
人
と
し
て
の
彼
の
高
雅
な
文
化
世
界
を
代
表
す
る
も
の

宴に集う人々
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で
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
物
語
と
は
最
も
格
の
低
い
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
公
任
も
和
歌
や
漢
詩
に
比
べ
れ
ば
、

圧
倒
的
に
浅
い
関
係
し
か
持
た
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
彼
が
、
こ
こ
で
は
⽝
源
氏
の
物
語
⽞
を
口
に
し
た
。
そ
れ

は
酔
い
に
任
せ
た
無
礼
講
の
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
酔
っ
た
彼
は
、
ふ
だ
ん
の
高
雅
な
文
化
人
の
顔
で
は
な
く
、
文
化
は
文
化
で
も

⽝
源
氏
の
物
語
⽞
を
持
ち
出
し
、
紫
式
部
を
標
的
に
言
わ
ば
お
ふ
ざ
け
を
し
か
け
た
。
こ
れ
が
、
女
房
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
⽝
源

氏
の
物
語
⽞
の
作
者
紫
式
部
だ
か
ら
こ
そ
記
す
こ
と
が
で
き
た
彼
の
素
顔
な
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
こ
れ
を
、
単
に
自
作
が
話
題
に
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
紫
式
部
の
手
前
味
噌
と
見
る
だ
け
で
は
不
足
で
あ
ろ
う
。
若
干

は
そ
う
し
た
思
い
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
想
像
さ
れ
る
が
、
い
っ
ぽ
う
で
⽝
源
氏
の
物
語
⽞
の
作
者
紫
式
部
は
道
長
と
彰
子
に

雇
わ
れ
た
女
房
で
あ
り
、⽝
源
氏
の
物
語
⽞
は
彰
子
と
道
長
の
⽛
文
化
⽜
で
あ
る
。
雅
の
世
界
の
重
鎮
で
あ
る
公
任
が
酔
っ
て
高

雅
の
鎧
を
脱
ぎ
捨
て
れ
ば
⽝
源
氏
の
物
語
⽞
の
女
主
人
公
の
名
を
口
に
す
る
と
は
、
彼
が
彰
子
・
道
長
文
化
の
、
し
か
も
建
て
前

的
に
は
最
底
辺
の
ジ
ャ
ン
ル
に
あ
る
作
品
を
評
価
し
、
そ
れ
に
与
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
光
景
も
ま

た
彰
子
と
道
長
の
権
威
を
確
認
す
る
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
記
さ
れ
て
い
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
っ
た
。

二
の
六

内
大
臣
藤
原
公
季

⽛
三
位
の
亮
、
か
は
ら
け
と
れ
⽜

な
ど
あ
る
に
、
侍
從
の
宰
相
立
ち
て
、
内
の
大
臣
の
お
は
す
れ
ば
、
下
よ
り
出
で
た
る
を
見
て
、
大
臣
酔
い
泣
き
し
給
ふ
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
同
日

七
二
頁
)
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次
い
で
紫
式
部
が
書
き
と
め
る
の
は
、
閑
院
家
の
父
子
の
姿
で
あ
る
。⽛
三
位
の
亮
⽜
と
呼
ば
れ
て
立
ち
上
が
っ
た
⽛
侍
従
の

宰
相
⽜
は
、
藤
原
実
成
で
中
宮
職
の
次
官
。
先
の
中
宮
大
夫
斉
信
と
同
じ
く
敦
成
誕
生
に
関
わ
る
一
連
の
儀
で
は
ホ
ス
ト
の
側
で

汗
を
流
し
て
い
る
。
そ
れ
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
て
酒
杯
の
声
が
か
か
り
、
道
長
の
も
と
に
出
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
間
に
内
大
臣
が
い

た
。
実
成
の
父
、
藤
原
公
季
で
あ
る
。
実
成
は
父
を
慮
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
下
座
に
回
っ
て
歩
み
出
た
。
公
季
は
そ
の
姿
を
見
て
、

酔
い
も
手
伝
い
涙
ぐ
む
。
息
子
か
ら
父
へ
の
配
慮
に
感
動
し
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
実
成
は
こ
の
時
す
で
に
三
十
四
歳
で
あ
り
、
一

人
前
に
作
法
を
守
っ
て
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
を
過
剰
に
嬉
し
が
り
涙
ま
で
流
す
公
季
は
、
あ
ま
り
に
甘
い
。

公
季
は
、
道
長
の
父
兼
家
の
異
母
弟
で
、
道
長
に
と
っ
て
は
叔
父
と
な
る
。
年
齢
は
公
季
が
道
長
の
九
歳
年
長
で
、
こ
の
寛
弘

五
年
に
は
五
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
武
蔵
守
藤
原
経
邦
女
盛
子
　
　
　
伊
尹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
天
皇
中
宮
安
子

　
　
　
　
　
　
　
藤
原
師
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
家
　
　
　
　
道
長
　
　
　
彰
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
条
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
一
品
康
子
内
親
王
　
　
　
　
　
公
季
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
子

醍
醐
天
皇
　
　
　
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
成

有
明
親
王

女

系
図
5（

数
字
は
生
没
年
）

（
九
〇
八
〜
九
六
〇
）

（
九
八
八
〜
一
〇
七
四
）

（
九
七
四
〜
一
〇
五
三
）

（
九
二
九
〜
九
九
〇
）

（
九
一
九
〜
九
五
七
）

（
九
五
七
〜
一
〇
二
九
）
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系
図
5
の
よ
う
に
、
公
季
は
父
の
師
輔
の
晩
年
の
子
で
、
異
腹
の
兄
た
ち
と
の
出
世
競
争
に
は
出
遅
れ
た
。
天
元
四
(九
八
一
)

年
、
二
十
五
歳
で
非
参
議
従
三
位
と
な
り
公
卿
入
り
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
後
の
官
職
の
動
き
は
小
刻
み
で
、
円
融
朝
、
花
山
朝
、

一
条
朝
と
時
代
が
変
わ
っ
て
も
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
な
昇
進
は
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
公
季
は
、
師
輔
男
と
は
い
え
政
治
の
中

心
に
は
お
ら
ず
、
周
辺
的
立
場
に
あ
っ
た
。
逆
に
兼
家
の
一
家
は
、
花
山
天
皇
を
謀
略
に
よ
っ
て
出
家
退
位
さ
せ
、
一
条
天
皇
の

外
戚
と
し
て
時
代
の
波
に
乗
っ
た
。
公
季
は
兼
家
の
息
子
で
あ
る
道
隆
、
道
兼
、
道
長
に
次
々
と
追
い
抜
か
れ
た
。
そ
ん
な
彼
が

当
該
場
面
の
寛
弘
五
年
に
内
大
臣
と
い
う
高
い
地
位
に
あ
る
の
は
、
先
の
顕
光
同
様
に
、
長
徳
元
年
に
関
白
道
隆
を
始
め
公
卿
上

位
者
が
持
病
や
疫
病
に
よ
り
軒
並
み
死
亡
し
、
ま
た
そ
の
翌
年
に
は
長
徳
の
政
変
に
よ
り
内
大
臣
伊
周
が
左
遷
さ
れ
る
と
い
う
幸

運
に
見
舞
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
が
政
治
能
力
で
こ
の
地
位
に
就
い
た
の
で
な
い
こ
と
は
、
貴
族
社
会
に
属
す
る
も
の
は
女

房
や
下
仕
え
に
至
る
ま
で
誰
も
が
知
る
事
実
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
公
季
に
も
道
長
と
戦
え
る
武
器
が
無
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
彼
の
血
で
あ
る
。
彼
の
母
の
康
子
内

親
王
は
醍
醐
天
皇
の
第
十
四
皇
女
で
、
父
帝
か
ら
は
一
品
と
い
う
品
さ
え
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
溺
愛
さ
れ
た
。
公
季
を
生
ん
で
難
産

の
た
め
亡
く
な
り(23
)、
父
の
師
輔
も
公
季
が
四
歳
の
時
に
薨
去
し
た
。
が
、
公
季
は
路
頭
に
迷
う
こ
と
も
な
く
、
異
腹
の
姉
の
安
子

に
引
き
取
ら
れ
て
宮
中
で
育
つ
こ
と
に
な
る
。⽝
大
鏡
⽞
は
こ
の
経
緯
を
安
子
が
⽛
世
の
常
な
ら
ぬ
御
族
思
ひ(24
)⽜
で
あ
っ
た
た
め

と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
安
子
の
夫
で
あ
り
当
時
の
今
上
で
あ
っ
た
村
上
天
皇
の
意
向
が
手
伝
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
村
上
天
皇

は
康
子
内
親
王
の
同
母
弟
で
あ
る
う
え
、
彼
女
は
内
親
王
と
し
て
三
十
代
後
半
ま
で
の
独
身
時
代
を
内
裏
で
暮
ら
し
た
の
で
、
彼

に
と
っ
て
は
常
に
共
に
暮
ら
す
家
族
と
い
う
感
覚
が
強
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
と
に
父
醍
醐
天
皇
が
亡
く
な
り
、
や
が
て
村
上
天
皇

が
即
位
し
て
後
は
、
弟
な
が
ら
村
上
天
皇
が
彼
女
の
保
護
者
の
よ
う
な
立
場
と
な
っ
た
。
彼
女
は
や
が
て
師
輔
と
関
係
を
持
っ
た
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が
、
そ
れ
は
当
初
い
わ
ゆ
る
⽛
私
通(25
)⽜
で
あ
っ
た
。⽛
継
嗣
令
⽜
は
皇
女
の
結
婚
を
皇
族
相
手
に
限
っ
て
お
り(26
)、
天
皇
は
心
外
と

感
じ
つ
つ
も
、
師
輔
に
免
じ
て
許
し
た
と
⽝
大
鏡
⽞
は
言
う(27
)。
村
上
天
皇
は
二
人
の
結
婚
に
責
任
を
感
じ
て
お
り
、
二
人
が
相
次

い
で
亡
く
な
っ
た
後
は
そ
の
遺
児
に
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

公
季
は
十
一
歳
の
康
保
四
年
十
月
十
七
日
、
正
五
位
下
で
叙
爵
し
た
。
そ
れ
は
冷
泉
天
皇
の
即
位
当
日
で
あ
っ
た(28
)。
新
帝
は
村

上
天
皇
と
安
子
の
子
で
、
公
季
に
と
っ
て
、
母
方
で
は
い
と
こ
、
父
方
で
は
甥
と
、
二
重
の
血
縁
を
持
つ
。
そ
の
二
年
後
に
天
皇

は
同
母
弟
の
円
融
に
交
代
す
る
が
、
公
季
は
彼
と
も
右
と
同
様
の
二
重
の
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
皇
室
と
の
縁
故
を
自

ら
の
出
世
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
に
、
そ
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

だ
が
公
季
は
、
正
妻
に
醍
醐
天
皇
の
女
王
を
選
ん
だ
。
そ
こ
に
生
ま
れ
た
娘
の
義
子
は
、
父
方
と
母
方
の
両
方
に
渡
り
、
天
皇

と
三
親
等
と
い
う
血
統
の
高
さ
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
条
天
皇
の
五
人
の
キ
サ
キ
中
で
は
最
高
の
血
統
で
あ
る
。
こ

こ
に
お
い
て
義
子
は
、
彰
子
よ
り
有
利
な
は
ず
で
あ
っ
た(29
)。
加
え
て
義
子
は
、
彰
子
よ
り
は
る
か
に
年
長
で
あ
る
。
長
徳
の
政
変

に
よ
っ
て
強
力
な
キ
サ
キ
で
あ
る
定
子
が
出
家
し
、
一
条
天
皇
の
キ
サ
キ
が
空
席
の
状
態
と
な
っ
た
時
、
彰
子
は
ま
だ
九
歳
で
入

内
は
不
可
能
だ
っ
た
が
、
義
子
は
既
に
二
十
三
歳
だ
っ
た
。
公
季
は
こ
の
時
、
素
早
く
動
い
た
。
五
月
一
日
に
起
き
た
定
子
の
出

家
事
件
か
ら
三
か
月
も
経
な
い
七
月
二
十
日(30
)に
、
義
子
を
入
内
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
同
年
中
に
顕
光
の
娘
の
元
子
も
入
内
し
た
が
、

そ
れ
は
十
一
月
十
四
日(31
)の
こ
と
で
あ
っ
た
。
顕
光
が
右
大
臣
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
公
季
は
大
納
言
で
あ
っ
た
が
、
先
手
を
打

っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
も
一
条
天
皇
と
義
子
の
間
に
男
子
が
生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
公
季
の
人
生
は
変
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
。

先
に
懐
妊
し
た
の
は
元
子
で
あ
り
、
そ
の
出
産
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
あ
と
、
天
皇
が
選
ん
だ
の
は
義
子
で
は
な
く
定
子
で
あ
っ
た
。

宴に集う人々
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義
子
は
無
視
さ
れ
た
に
等
し
く
、
実
際
筆
者
に
は
入
内
後
の
ど
の
時
点
に
お
い
て
も
、
義
子
が
天
皇
の
も
と
に
参
入
し
た
と
い
う

記
録
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
公
季
の
長
男
で
義
子
と
同
腹
で
も
あ
る
実
成
が
彰
子
の
中
宮
職
の
権
亮
と
な
っ
た
の
は
、
寛
弘
四

(一
〇
〇
七
)年
正
月
二
十
八
日
。
義
子
が
三
十
四
歳
に
な
り
寵
愛
も
な
く
、
今
後
天
皇
の
男
子
を
生
む
可
能
性
の
少
な
い
こ
と
が
、

実
成
を
彰
子
へ
の
鞍
替
え
に
踏
み
切
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
一
家
が
夢
を
賭
け
た
義
子
に
と
っ
て
立
場
上
敵
に

あ
た
る
彰
子
に
付
く
こ
と
は
、
実
成
に
と
っ
て
苦
し
い
選
択
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
当
時
彰
子
は
ま
だ
懐
妊
し
て
お
ら

ず
、
入
内
し
て
か
ら
長
年
⽛
素
腹
⽜
の
状
態
の
続
い
て
い
る
中
宮
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
与
す
る
こ
と
に
は
、
危
う
さ
も
感
じ
ら
れ

た
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
成
は
そ
の
人
事
を
飲
ん
だ
。
す
る
と
一
年
後
に
は
彰
子
が
懐
妊
を
見
、
同
じ
こ
ろ
実
成
は
正
四
位
下
な
が

ら
参
議
と
な
っ
た
。
九
月
に
は
彰
子
は
皇
子
を
生
み
、
十
月
に
は
天
皇
が
土
御
門
邸
に
行
幸
し
て
、
実
成
は
そ
の
奉
仕
に
よ
り
加

階
さ
れ
二
階
級
特
進
し
て
従
三
位
に
な
っ
た
。
義
子
に
拘
泥
し
て
い
た
時
に
は
沈
滞
気
味
だ
っ
た
実
成
が
、
彰
子
に
つ
い
て
か
ら

と
い
う
も
の
、
急
上
昇
し
て
波
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
。

行
幸
の
翌
日
の
十
月
十
七
日
、
実
成
は
紫
式
部
の
局
を
訪
っ
た
。
そ
の
折
の
こ
と
を
紫
式
部
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

暮
れ
て
、
月
い
と
お
も
し
ろ
き
に
、
宮
の
亮
、
女
房
に
会
ひ
て
と
り
わ
き
た
る
慶
び
も
啓
せ
さ
せ
む
と
に
や
あ
ら
む
、
妻

戸
の
わ
た
り
も
御
湯
殿
の
け
は
ひ
に
濡
れ
、
人
の
音
も
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
こ
の
渡
殿
の
東
の
つ
ま
な
る
宮
の
内
侍
の
局
に
立

ち
寄
り
て
、⽛
こ
こ
に
や
⽜
と
案
内
し
給
ふ
。
宰
相
は
中
の
間
に
よ
り
て
、
ま
だ
さ
さ
ぬ
格
子
の
か
み
押
し
上
げ
て
⽛
お
は

す
や
⽜
な
ど
あ
れ
ど
、
出
で
ぬ
に
、
大
夫
の
⽛
こ
こ
に
や
⽜
と
の
た
ま
ふ
に
さ
へ
、
聞
き
し
の
ば
む
も
こ
と
ご
と
し
き
や
う
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な
れ
ば
、
は
か
な
き
い
ら
へ
な
ど
す
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
十
月
十
七
日

六
五
・
六
六
頁
)

実
成
は
斉
信
と
共
に
や
っ
て
き
た
。
お
そ
ら
く
最
初
は
、
女
房
に
加
階
の
挨
拶
を
言
上
し
、
彰
子
に
伝
え
て
も
ら
う
つ
も
り
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
紫
式
部
は
推
測
す
る
。
し
か
し
中
宮
の
い
る
周
辺
に
女
房
の
気
配
が
な
か
っ
た
の
で
、
渡
殿
に
や
っ
て
来
て

端
の
局
か
ら
順
に
声
を
か
け
、
や
が
て
紫
式
部
の
局
を
覗
い
た
。
紫
式
部
は
最
初
相
手
に
し
な
か
っ
た
が
、
権
亮
の
実
成
だ
け
で

は
な
く
大
夫
の
斉
信
も
い
る
と
分
か
っ
て
、
無
下
に
も
扱
え
ず
小
声
で
応
対
し
た
。

い
と
思
ふ
こ
と
な
げ
な
る
御
け
し
き
ど
も
な
り
。⽛
わ
が
御
い
ら
へ
は
せ
ず
、
大
夫
を
心
こ
と
に
も
て
な
し
聞
こ
ゆ
。
こ

と
わ
り
な
が
ら
わ
ろ
し
。
か
か
る
と
こ
ろ
に
、
上
臈
の
け
じ
め
、
い
た
う
は
分
く
も
の
か
⽜
と
あ
は
め
給
ふ
。⽛
今
日
の
尊

さ
⽜
な
ど
声
を
か
し
う
う
た
ふ
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
同
日

六
六
頁
)

紫
式
部
は
、
斉
信
も
実
成
も
屈
託
の
な
い
様
子
だ
と
見
て
と
っ
た
。
だ
が
こ
の
二
人
の
違
い
が
紫
式
部
に
は
分
か
っ
て
い
た
だ

ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
斉
信
に
は
彰
子
を
支
え
て
苦
節
九
年
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
今
の
喜
び
に
は
心
底
か
ら
ᷦ
み
し
め
る
様

な
深
さ
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
実
成
は
、
対
抗
す
る
女
御
の
弟
と
い
う
微
妙
な
立
場
な
が
ら
中
宮
職
の
高
官
と
な
り
、
そ
の
後
は
順

風
満
帆
に
人
生
が
開
け
た
。
こ
の
事
態
に
実
成
は
昂
揚
し
て
い
る
。
紫
式
部
へ
の
饒
舌
や
催
馬
楽(32
)は
、
そ
の
内
心
を
表
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
を
書
き
留
め
る
紫
式
部
は
、
実
成
を
上
か
ら
見
下
ろ
す
視
線
で
観
察
し
、
見
抜
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
該
の
場
面
に
戻
ろ
う
。
酒
宴
の
場
面
で
実
成
と
公
季
父
子
を
記
し
た
紫
式
部
の
目
も
、
や
は
り
二
人
を
鋭
く
観
察
し
、
見
抜

宴に集う人々
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く
も
の
だ
っ
た
。
実
成
が
公
季
を
慮
っ
た
瞬
間
、
そ
の
場
に
は
、
道
長
ᴷ
彰
子
と
は
別
の
⽛
家
⽜
の
気
配
が
漂
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
家
は
女
御
義
子
を
擁
し
、
過
去
に
は
結
託
し
て
彰
子
に
対
抗
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
公
季
も
実
成
も
、
も
は
や
敵

で
は
な
い
。
こ
の
度
の
彰
子
の
快
挙
が
、
二
人
を
骨
抜
き
に
し
た
の
で
あ
る
。
彰
子
に
奉
仕
し
た
褒
美
で
道
長
か
ら
酒
杯
を
賜
る

息
子
、
そ
の
息
子
に
涙
ぐ
む
父
。
二
人
は
二
人
な
が
ら
道
長
と
彰
子
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
今
後
と
も
そ
の
傘
の
中
に
あ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
道
長
と
彰
子
の
安
泰
を
確
認
す
る
叙
述
で
あ
る
こ
と
、
論
を
俟
た
な
い
。

二
の
七

権
中
納
言
藤
原
隆
家

権
中
納
言
、
隅
の
間
の
柱
も
と
に
寄
り
て
、
兵
部
の
お
も
と
引
こ
し
ろ
ひ
、
聞
き
に
く
き
戯
れ
声
も
、
殿
の
た
ま
は
ず
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
十
一
月
一
日

七
二
頁
)

最
後
に
紫
式
部
が
記
し
た
の
は
権
中
納
言
で
あ
る
。
彼
は
⽛
隅
の
間
⽜
の
柱
の
た
も
と
に
い
て
、
中
宮
つ
き
女
房
を
引
っ
張
っ

て
い
る
。
顕
光
と
似
た
無
体
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
末
部
分
に
は
⽛
の
た
ま
は
す
⽜
と
⽛
の
た
ま
は

ず
⽜
の
二
つ
の
読
み
が
可
能
で
、
前
者
と
す
れ
ば
⽛
聞
く
に
堪
え
な
い
戯
れ
言
ま
で
も
殿
(道
長
)が
お
っ
し
ゃ
る
⽜
と
な
り
、
後

者
な
ら
ば
⽛
権
中
納
言
が
聞
く
に
堪
え
な
い
戯
れ
言
を
言
う
も
の
の
、
殿
は
何
も
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
⽜
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
女

房
を
引
っ
張
る
と
い
う
行
為
と
聞
く
に
堪
え
な
い
戯
れ
言
と
の
同
質
性
か
ら
見
て
、
後
者
の
読
み
を
取
り
た
い
。

⽛
権
中
納
言
⽜
は
藤
原
隆
家
、
時
に
三
十
歳
で
あ
る
。
父
の
関
白
道
隆
が
薨
去
し
た
翌
年
の
長
徳
二
(九
九
六
)年
正
月
十
六
日
、

兄
の
伊
周
と
共
謀
し
て
花
山
院
を
襲
う
と
い
う
暴
力
事
件
を
起
こ
し(33
)、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
⽛
長
徳
の
政
変
⽜
の
引
き
金
と
な
っ
た
。
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隆
家
は
但
馬
に
流
さ
れ
た
が
、
翌
年
恩
赦
に
よ
り
召
還
さ
れ(34
)、
や
が
て
兵
部
卿
の
職
に
預
か
っ
た
。
そ
し
て
長
保
四
(一
〇
〇
二
)

年
か
ら
は
従
三
位
権
中
納
言
に
更
任
さ
れ
、
公
卿
の
一
員
に
復
し
て
い
る
。

藤
原
道
長
　
　
　
中
宮
彰
子
　
　
　
敦
成
親
王
（
一
〇
〇
八
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敦
良
親
王
（
一
〇
〇
九
生
）　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
一
条
天
皇
　
　
　
脩
子
内
親
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敦
康
親
王
（
九
九
九
生
）

藤
原
道
隆
　
　
　
中
宮
定
子
　
　
　
媄
子
内
親
王

　
　
　
　
　
　
　
伊
周

隆
家

系
図
6

隆
家
は
⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
現
存
本
文
の
中
に
、
こ
の
箇
所
以
外
に
二
度
登
場
す
る
。
一
度
は
敦
成
親
王
誕
生
の
場
面
、
も
う

一
度
は
寛
弘
七
年
正
月
の
中
宮
臨
時
客
の
場
面
で
あ
る
。
政
治
的
に
は
似
た
立
場
で
あ
る
兄
の
伊
周
が
一
度
も
登
場
し
な
い
こ
と

に
比
べ
て
、
隆
家
は
結
構
道
長
家
に
出
入
り
し
て
い
た
と
言
え
る
。
う
ち
前
の
敦
成
親
王
誕
生
時
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。
親
王

が
無
事
誕
生
し
、
一
同
安
堵
の
中
、
邸
内
が
日
常
を
取
り
戻
す
場
面
で
あ
る
。

例
の
渡
殿
よ
り
見
や
れ
ば
、
妻
戸
の
前
に
、
宮
の
大
夫
・
春
宮
の
大
夫
な
ど
、
さ
ら
ぬ
上
達
部
も
、
あ
ま
た
候
ひ
給
ふ
。

殿
出
で
さ
せ
給
ひ
て
、
日
ご
ろ
う
づ
も
れ
つ
る
遣
水
つ
く
ろ
は
せ
給
ふ
。
人
々
の
御
け
し
き
ど
も
心
地
よ
げ
な
り
。
心
の
う

宴に集う人々
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ち
に
思
ふ
こ
と
あ
ら
む
人
も
、
た
だ
今
は
ま
ぎ
れ
ぬ
べ
き
世
の
け
は
ひ
な
る
う
ち
に
も
、
宮
の
大
夫
、
こ
と
さ
ら
に
も
笑
み

ほ
こ
り
給
は
ね
ど
、
人
よ
り
ま
さ
る
嬉
し
さ
の
、
お
の
づ
か
ら
色
に
い
づ
る
ぞ
こ
と
わ
り
な
る
。
右
の
宰
相
の
中
将
は
、
権

中
納
言
と
た
は
ぶ
れ
し
て
、
対
の
簀
子
に
ゐ
給
へ
り
。

(⽝
紫
式
部
日
記
⽞
寛
弘
五
年
九
月
十
一
日

三
〇
・
三
一
頁
)

紫
式
部
は
出
産
が
行
わ
れ
た
寝
殿
と
東
対
を
結
ぶ
渡
殿
の
局
に
い
て
、
貴
族
た
ち
を
見
て
い
る
。⽛
妻
戸
⽜
は
寝
殿
の
簀
子
か

ら
東
廂
の
間
に
入
る
戸
で
、
こ
こ
に
中
宮
大
夫
藤
原
斉
信
や
、
彰
子
の
弟
の
頼
通
、
そ
の
他
の
公
卿
た
ち
が
控
え
て
い
る
。
道
長

は
別
室
に
い
た
が
姿
を
現
し
、
庭
の
下
仕
え
た
ち
に
掃
除
の
指
図
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
こ
の
邸
内
で
次
々
と
催
行
さ
れ
る
儀

式
に
向
け
て
、
家
の
管
理
者
と
し
て
、
ま
た
中
宮
の
父
大
臣
と
し
て
、
早
速
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
々
は
喜
び

に
満
ち
て
い
る
。
殊
に
斉
信
が
嬉
し
げ
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
項
に
前
述
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
権
中
納
言
隆
家
は
⽛
対
の
簀
子
⽜
に
い
る
。
人
々
が
い
る
寝
殿
と
は
、
渡
殿
を
挟
ん
で
反
対
側
で
あ
る
。

し
か
も
彼
は
⽛
右
の
宰
相
の
中
将
⽜
と
⽛
た
は
ぶ
れ
⽜
て
い
る
。⽛
右
の
宰
相
の
中
将
⽜
は
、
道
長
の
兄
道
兼
の
息
子
、
兼
隆
で

あ
る
。
彼
の
父
は
長
兄
道
隆
の
死
を
受
け
て
関
白
に
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
勅
か
ら
わ
ず
か
十
日
ば
か
り
で
疫
病
に
よ
り
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
隆
家
と
兼
隆
は
、
ど
ち
ら
も
道
長
の
甥
で
あ
り
、
世
が
世
な
ら
道
長
を
見
下
ろ
し
て
い
た
二
人
で
あ
る
。
似
た

境
遇
の
彼
ら
が
、
道
長
家
や
そ
れ
に
与
す
る
者
た
ち
と
は
文
字
通
り
一
線
を
画
し
た
場
所
に
い
る
。
し
か
も
、
寝
殿
の
人
々
が
い

か
に
も
充
実
感
に
満
ち
て
前
向
き
で
あ
る
よ
う
な
の
に
比
べ
、
彼
ら
は
⽛
た
は
ぶ
れ
⽜
と
い
う
無
意
味
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
。

紫
式
部
の
目
は
そ
れ
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
該
の
酒
宴
の
場
面
で
も
、
隆
家
は
部
屋
の
隅
に
お
り
、
女
房
相
手
に
乱

暴
を
働
い
て
い
た
。
紫
式
部
は
そ
れ
を
鋭
く
見
つ
け
て
記
し
取
っ
た
と
言
え
る
。
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し
か
し
そ
ん
な
隆
家
が
意
外
に
も
道
長
か
ら
は
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
隆
家
は
長
保
五
(一
〇
〇
三
)年
十
一
月
五
日
に
叙
位
に
預

か
り
正
三
位
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
道
長
か
ら
加
階
権
を
譲
ら
れ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
焼
亡
し
た
内
裏
の
新
造
に
あ
た
り
道
長

は
検
校
を
務
め
、
そ
の
褒
賞
と
し
て
加
階
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
自
分
に
代
わ
っ
て
隆
家
に
加
階
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
隆
家
は
、
そ

れ
だ
け
道
長
か
ら
目
を
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
道
長
に
は
隆
家
を
抱
き
込
も
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い(35
)。

そ
れ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
当
該
の
場
面
で
も
、
隆
家
の
無
体
は
特
に
非
難
さ
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
紫
式
部
の
目
と
筆
は
、
隆
家
と
い
う
人
物
の
貴
族
社
会
に
お
け
る
歴
史
や
現
在
の
立
場
が
は
っ
き
り
と
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
瞬
間
を
と
ら
え
て
記
し
て
い
る
。
彰
子
の
男
子
出
産
を
喜
ぶ
部
屋
で
隅
に
い
る
と
い
う
隆
家
の
位
置
は
、
そ
の
ま
ま

貴
族
社
会
に
お
け
る
彼
の
立
ち
位
置
、
つ
ま
り
道
長
傘
下
の
末
端
と
い
う
場
を
示
す
。
ま
た
女
房
を
⽛
引
こ
し
ろ
⽜
ふ
と
い
う
行

動
は
、
い
か
に
も
彼
の
内
面
の
い
ら
立
ち
が
現
れ
出
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
お
そ
ら
く
今
の
彼
に
で
き
る
の
は
、

せ
い
ぜ
い
こ
の
程
度
の
事
な
の
で
あ
る
。
彼
の
発
す
る
⽛
聞
き
に
く
き
戯
れ
声
⽜
に
も
⽛
殿
の
た
ま
は
ず
⽜
と
あ
っ
て
⽛
殿
聞
き

給
は
ず
⽜
と
さ
れ
て
は
い
な
い
の
は
、
道
長
が
隆
家
の
声
を
聞
き
逃
し
た
訳
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
聞
き
な
が
ら
も
、
例
に
依
っ

て
大
目
に
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
む
し
ろ
中
関
白
家
の
敗
北
、
道
長
の
勝
利
が
際
立
っ
て
い
る
。
紫

式
部
は
こ
の
座
で
最
も
危
う
さ
を
抱
え
た
人
物
を
最
後
に
示
し
て
、
や
は
り
道
長
の
安
泰
は
揺
る
が
な
い
こ
と
の
画
竜
点
睛
と
し

た
の
で
あ
る
。

宴に集う人々
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三

以
上
の
よ
う
に
、
十
一
月
一
日
の
宴
席
に
集
う
人
々
を
紫
式
部
は
鋭
く
観
察
し
記
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
或
い
は
愚
か
に
、
或

い
は
か
い
が
い
し
く
、
或
い
は
公
に
尽
し
、
或
い
は
文
華
を
高
め
、
或
い
は
道
長
の
恩
恵
に
安
堵
し
、
或
い
は
そ
れ
に
苛
立
ち
な

が
ら
も
屈
し
て
い
る
。
そ
れ
は
総
体
と
し
て
、
彰
子
ᴷ
道
長
を
と
り
ま
く
貴
族
社
会
上
層
部
の
現
況
の
縮
図
で
あ
り
、
そ
の
安
泰

ぶ
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

描
か
れ
た
貴
族
た
ち
の
在
り
方
は
、
全
員
が
常
日
頃
か
ら
の
彼
ら
の
在
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
酔
い
が
加
わ
っ
た

た
め
の
、
日
ご
ろ
よ
り
も
更
に
飾
ら
ぬ
素
顔
で
あ
る
。
公
卿
た
ち
と
い
う
高
位
の
人
物
の
こ
う
し
た
素
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
紫
式
部
が
酒
宴
に
伺
候
す
る
女
房
だ
か
ら
で
あ
り
、
彼
女
は
そ
の
利
点
を
大
い
に
活
か
し
て
、
女
房
に
し
か
書
け
な
い
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
い
た
と
言
え
よ
う
。
本
稿
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
内
容
は
公
卿
た
ち
自
身
の
記
す
当
日
の
日
記
に
全
く

書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
右
で
一
つ
一
つ
の
記
述
を
詳
細
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
高
度
に
政
治
的
な
内
容
で
あ
っ

た
。
紫
式
部
は
、
女
房
で
は
な
い
と
同
席
で
き
な
い
場
で
、
女
房
な
ら
で
は
の
政
治
的
な
目
を
以
て
公
卿
た
ち
を
観
察
し
、
こ
れ

を
記
し
留
め
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
証
明
す
る
よ
う
に
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞
の
読
解
に
は
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
情
報
と
は
、
血
統
、
家
系
、
道
長
家
と
の
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
親
疎
、
家
の
浮
沈
、
本
人
の
能
力
や
官
職
昇

進
状
況
な
ど
と
い
っ
た
、
政
治
的
情
報
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、⽝
紫
式
部
日
記
⽞
は
高
度
に
政
治
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
う
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こ
と
が
で
き
よ
う
。

引
用
し
た
本
文
は
、
次
に
よ
っ
た
。

⽝
紫
式
部
日
記
⽞
…
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
⽝
紫
式
部
日
記

現
代
語
訳
付
き
⽞

⽝
御
堂
関
白
記
⽞⽝
小
右
記
⽞
…
大
日
本
古
記
録

⽝
日
本
紀
略
⽞⽝
扶
桑
略
記
⽞
…
新
訂
増
補
国
史
大
系

⽝
大
鏡
⽞
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

⽝
公
任
集
⽞
…
私
家
集
全
釈
叢
書

⽝
大
弐
高
遠
集
⽞
…
新
編
日
本
国
歌
大
観

注(
1
)
姉
妹
で
あ
り
円
融
天
皇
の
母
で
あ
っ
た
藤
原
安
子
に
関
白
就
任
は
兄
弟
の
順
に
よ
る
と
い
う
一
筆
を
書
か
せ
、
長
兄
の
伊
尹
が
死
亡
し

た
時
そ
れ
を
天
皇
に
見
せ
て
、
弟
を
超
え
て
関
白
の
座
に
就
い
た
と
い
う
風
聞
、
ま
た
自
身
が
病
床
で
危
篤
状
態
に
あ
る
時
に
弟
兼
家
が

見
舞
い
も
せ
ず
門
前
を
素
通
り
し
た
こ
と
に
激
怒
し
、
病
を
お
し
て
内
裏
に
行
き
最
後
の
除
目
を
催
し
て
兼
家
を
閑
職
に
追
い
や
っ
た
と

い
う
逸
話
。
い
ず
れ
の
件
も
、
兼
通
・
兼
家
の
席
次
の
異
常
な
動
き
か
ら
考
え
て
、
詳
細
は
さ
て
お
き
骨
子
は
史
実
と
推
測
さ
れ
る
。

(
2
)
こ
の
他
⽝
小
右
記
⽞
に
は
、
長
和
五
年
正
月
二
十
七
日
に
は
道
長
の
言
と
し
て
⽛
至
愚
之
又
至
愚
也
⽜、
寛
仁
元
年
十
一
月
十
八
日
に

は
⽛
万
人
嘲
哢
⽜
と
の
顕
光
批
判
が
見
え
る
。

(
3
)
⽛
右
の
大
臣
、⽝
和
琴
い
と
お
も
し
ろ
し
⽞
な
ど
聞
き
は
や
し
給
ふ
。
ざ
れ
給
ふ
め
り
し
果
て
に
、
い
み
じ
き
過
ち
の
、
い
と
ほ
し
き
こ

そ
。
見
る
人
の
身
さ
へ
ひ
え
侍
り
し
か
。⽜

(
4
)
⽝
日
本
紀
略
⽞
長
徳
二
年
十
一
月
十
四
日
に
⽛
右
大
臣
顕
光
女
元
子
初
参
内
。《
承
香
殿
。》⽜

(
5
)
⽝
日
本
紀
略
⽞
長
徳
二
年
十
二
月
十
六
日
⽛
中
宮
誕
生
皇
女
《
出
家
之
後
云
々
。
懐
孕
十
二
ヶ
月
云
々
。》⽜

宴に集う人々
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(
6
)
⽝
栄
華
物
語
⽞
巻
五

(
7
)
⽝
栄
華
物
語
⽞
巻
五
⽛
父
大
臣
は
、⽝
七
日
病
む
⽞
と
い
ふ
ら
む
や
う
に
あ
さ
ま
し
う
い
み
じ
き
に
、
Ḭ
膝
と
い
ふ
こ
と
を
せ
さ
せ
給
ひ

て
、
空
を
仰
ぎ
て
、
夢
さ
め
た
ら
む
心
地
し
て
ゐ
さ
せ
給
へ
り
。
よ
ろ
づ
よ
り
も
女
御
の
御
心
地
、
あ
さ
ま
し
う
恥
づ
か
し
う
、
か
の
弘

徽
殿
の
細
殿
の
事
な
ど
思
し
出
で
ら
れ
、
今
は
内
裏
渡
り
と
い
ふ
こ
と
思
し
か
く
べ
く
も
あ
ら
ず
。⽜

(
8
)
⽝
枕
草
子
⽞⽛
頭
中
将
の
す
ず
ろ
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
⽜

(
9
)
⽝
枕
草
子
⽞⽛
故
殿
の
御
た
め
に
、
月
ご
と
の
十
日
⽜
に
彼
の
清
少
納
言
に
対
す
る
発
語
と
し
て
⽛
な
ど
か
、
ま
ろ
を
、
ま
こ
と
に
ち
か

く
語
ら
ひ
給
は
ぬ
。
さ
す
が
に
く
し
と
思
ひ
た
る
に
は
あ
ら
ず
と
知
り
た
る
を
、
い
と
あ
や
し
く
な
む
お
ぼ
ゆ
る
。
か
ば
か
り
年
ご
ろ
に

な
り
ぬ
る
得
意
の
、
う
と
く
て
や
む
は
な
し
。
殿
上
な
ど
に
、
あ
け
く
れ
な
き
を
り
も
あ
ら
ば
、
な
に
事
を
か
思
ひ
出
で
に
せ
む
⽜
と
あ

る
。

(
10
)
⽝
権
記
⽞
長
保
三
年
八
月
三
日

(
11
)
天
皇
の
思
い
に
つ
い
て
は
⽝
権
記
⽞
寛
弘
八
年
五
月
二
十
七
日
。
譲
位
を
決
意
し
た
一
条
天
皇
は
ま
ず
敦
康
を
気
に
か
け
⽛
一
親
王
の

事
、
如
何
す
べ
き
か
⽜
と
行
成
に
相
談
し
た
。
敦
康
が
後
継
と
し
て
正
統
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
天
皇
の
長
男
で
あ
る
と
共
に
中
宮
所

産
で
あ
り
、
こ
の
二
条
件
を
兼
ね
備
え
た
皇
子
は
平
安
朝
開
始
以
来
こ
の
時
点
ま
で
に
お
い
て
は
必
ず
立
太
子
し
て
い
る
と
い
う
先
例
に

依
る
。
倉
本
一
宏
⽝
一
条
天
皇
⽞
(吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
)。

(
12
)
過
差
を
禁
止
す
る
新
制
は
一
条
朝
で
四
度
発
布
さ
れ
、
直
近
で
は
長
保
三
(一
〇
〇
〇
)年
閏
十
二
月
七
日
の
も
の
が
あ
っ
た
。⽝
新
抄

格
勅
符
抄
⽞
第
十
。

(
13
)
⽝
権
記
⽞
長
保
二
年
五
月
八
日

(
14
)
⽝
小
右
記
⽞
長
保
元
年
十
月
二
十
八
日
等
に
記
載
さ
れ
る
和
歌
Ẓ
風
、
同
じ
く
十
一
月
七
日
に
記
載
さ
れ
る
装
束
、
ま
た
⽝
栄
華
物
語
⽞

巻
六
の
描
く
彰
子
後
宮
の
女
房
要
員
・
し
つ
ら
い
・
装
束
・
香
な
ど
。

(
15
)
⽛
摂
関
期
の
奢
侈
観
に
関
す
る
覚
書
⽜
(⽝
奈
良
古
代
史
論
集
⽞
二
、
一
九
九
一
年
十
一
月
)

(
16
)
黒
川
本
で
は
⽛
源
氏
に
か
か
る
べ
き
⽜
と
あ
り
⽛
源
氏
物
語
に
関
わ
り
が
あ
る
に
違
い
な
い
⽜
ま
た
は
⽛
光
源
氏
に
関
わ
る
に
違
い
な
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い
⽜
と
な
る
。
本
稿
の
論
旨
に
は
関
わ
ら
な
い
。

(
17
)
天
元
三
年
二
月
二
十
五
日
。

(
18
)
⽝
扶
桑
略
記
⽞
二
十
七
円
融
天
皇

天
元
天
元
二
年
二
月
二
十
五
日
。⽝
歴
代
編
年
集
成
⽞
も
⽛
天
皇
自
授
冠
⽜
と
す
る
。

(
19
)
⽛
藤
原
公
任
の
研
究
ᴷ
公
任
集
作
歌
年
次
考
ᴷ
⽜
(⽝
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
⽞
4

一
九
七
〇
年
三
月
)

(
20
)
⽝
小
右
記
⽞
長
保
元
年
十
月
三
十
日
。
さ
す
が
に
花
山
天
皇
の
名
は
⽛
不
知
読
人
⽜
と
し
た
も
の
の
、
道
長
は
自
分
の
名
は
⽛
左
大
臣
⽜

と
だ
け
記
し
、
他
の
詠
進
者
に
は
名
を
記
し
た
。

(
21
)
⽝
公
任
集
全
釈
⽞
(風
間
書
房
、
一
九
八
九
年
)解
説
⽛
公
任
の
歌
風
・
表
現
⽜

(
22
)
注
(
19
)と
同
。

(
23
)
⽝
日
本
紀
略
⽞
天
徳
元
(九
五
七
)年
六
月
六
日
に
薨
去
の
記
事
が
あ
り
⽛
胞
衣
の
下
り
ざ
る
の
故
な
り
⽜
と
さ
れ
る
。

(
24
)
⽝
大
鏡
⽞⽛
公
季
伝
⽜

(
25
)
こ
こ
で
は
父
親
な
ど
保
護
者
の
承
認
を
得
な
い
、
当
人
同
士
の
合
意
の
み
に
依
る
交
際
の
意
で
言
う
。

(
26
)
⽛
継
嗣
令
⽜
第
4
項
に
⽛
凡
そ
王
、
親
王
を
娶
り
、
臣
、
五
世
の
王
を
娶
る
こ
と
を
許
せ
⽜
と
あ
り
、
諸
王
は
内
親
王
以
下
と
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
臣
下
は
皇
族
で
は
五
世
女
王
以
下
と
し
か
結
婚
で
き
な
い
。

(
27
)
⽝
大
鏡
⽞⽛
公
季
伝
⽜。
な
お
東
松
本
裏
書
が
⽛
天
暦
九
年
七
月
右
大
臣
ニ
配
ス
。
帝
及
ビ
世
之
ヲ
許
サ
ズ
⽜
と
記
す
。
時
に
康
子
内
親

王
三
十
七
歳
。

(
28
)
⽝
公
卿
補
任
⽞。
た
だ
し
冷
泉
の
即
位
日
は
⽝
日
本
紀
略
⽞
に
よ
れ
ば
十
月
十
一
日
で
あ
り
、
日
付
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。

(
29
)
道
長
は
、
母
が
受
領
階
級
出
身
。
彰
子
を
生
ん
だ
正
妻
・
源
倫
子
が
宇
多
天
皇
の
曾
孫
で
あ
る
と
は
い
え
、
義
子
の
血
統
に
比
べ
れ
ば

劣
る
。

(
30
)
⽝
日
本
紀
略
⽞
同
日

(
31
)
⽝
日
本
紀
略
⽞
同
日

(
32
)
安
名
尊
。⽛
あ
な
た
ふ
と

け
ふ
の
た
ふ
と
さ
や
⽜
云
々
と
い
う
歌
詞
の
一
節
を
歌
っ
て
い
る
。

宴に集う人々
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(
33
)
⽝
小
右
記
⽞
逸
文
同
日
。

(
34
)
⽝
小
右
記
⽞
長
徳
三
年
四
月
二
十
二
日
。

(
35
)
⽝
大
鏡
⽞⽛
道
隆
伝
⽜
は
、
道
長
が
隆
家
に
対
し
て
殊
更
に
政
変
時
の
こ
と
を
弁
明
し
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
隆
家
を
土
御
門
殿
の
遊

宴
に
誘
っ
て
気
を
使
っ
た
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
。
事
実
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
道
長
が
そ
れ
ほ
ど
隆
家
を
尊
重
し
て
い
た
こ
と
の

現
れ
と
は
い
え
よ
う
。
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